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岡村 繁伸（体育学科・4年） 撮影：横浜・健志台キャンパス ラグビー場 
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■規程の制定について 
　 

　大学名、校章、シンボルマーク、ロゴマーク、シンボルマス

コットが、本学以外の個人や会社、学校、団体等に無断で

使用されないよう、または模倣されないよう、法的に独占使

用権を得るための手段として、「商標登録」というものがあ

ります。本学はこれらの各種マークを特許庁へ申請し、昨年、

その独占使用権が認められ、本学固有のものとなりました。 

　よって、本学の教職員、学生であっても許可なく、本学の

マークやロゴを使用することはできなくなりました。また、この

たび、「登録商標使用規程」、「登録商標使用取扱要領」

を制定したことで、ルールに沿った使用が義務づけられます。

使用に際しては、申請を行い使用許可を受ける必要があり

ます。 
 

◎申請場所、問い合わせ先　　 

　管理部広報課（東京・世田谷キャンパス１号館２階） 

ロゴマーク等の使用申請方法、使用規程 

■日体大ブランドを確立！～ＶＩガイドライン～ 
　社会的に本学の広報展開を行う際、学内におけるアイデンティティーの確立は最も重要な事柄です。学内の統一された認識を構築することに
より、「日体大ブランド」を確立し、これを基盤とした積極的な社会への全学的ＰＲ展開を目指すことが大事です。 
　しかし、これまでは校章及びシンボルマークの表記以外については、大学名等の表記の書体や表現方法、その使用方法などのルールがありま
せんでした。一般の方から見れば、一体どれが正しい『日体大』なの？と思われていました。 
　そこで、大学名表記やロゴ、シンボルカラーを全学として統一して使っていくための使用マニュアルとして「ＶＩガイドライン」を作りました。 
　大学名表記やロゴを使い、ユニホーム、ジャージ、Ｔシャツ等を製作する際、必ず「ＶＩガイドライン」に沿って、正しく表示・使用して「日体大ブラン
ド」をアピールしてほしいと願っています。 
　このＶＩガイドラインは、学友会クラブ・サークルの部長、顧問に配布します。 
※ＶＩ＝ビジュアル・アイデンティティー 

イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ 

商標名 

別表1　（第２条関係） 

シンボルマスコット ロゴマーク シンボルマーク 校章 略称英文２ 略称英文1校名（短大） 校名（大学） 

1、広報課にて所定の用紙を受け取る。 
 
2、必要事項を記入した所定の用紙と
使用図案を添付して広報課に提出
する。 

3、届出、または申請内容を審査し使用
許諾の可否を判断する。 

4、審査の結果を届出者、または申請者
に通知する。 

5、許諾したものについて、学内使用は、
使用を承認する書類を発行する。 

6、許諾したものについて、学外使用は、
登録商標使用契約を締結する。 

7、登録商標の清刷り、または、データを
受け取る。 

「登録商標使用許諾申請書」提出 
 

「登録商標使用届出書」提出 

登録商標使用申込み 
申
請
者 

大
学 

広
報
課 

申
請
者 

学外使用 学内使用 

学長 

理事長 
学長 

審　査 

学外使用 学内使用 

使用を承認する書類を発行する 登録商標使用契約を締結する 

登録商標の清刷り、 
または、データの授受 

登録商標の清刷り、 
または、データの授受 

使　用　許　諾 

学外使用 学内使用 

届
出 

申
請 

■申請手続きの流れ 
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方
針
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

　
高
等
教
育
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、建
学

の
精
神
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た
将
来
構
想
を
確
実
に
実
現
し
て
ゆ

く
。こ
れ
に
よ
り
新
し
い
時
代
・
社
会
の
要
請
に
応
え
、知
識
基
盤
社

会
を
リ
ー
ド
す
る
魅
力
の
あ
る
個
性
豊
か
な
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
総

合
大
学
を
目
指
す
。 

　
優
秀
な
学
生
確
保
の
た
め
の
選
抜
制
度
の
改
革
及
び
競
技
力
の

向
上
並
び
に
高
度
な
知
識
の
獲
得
が
図
れ
、か
つ
、人
間
形
成
を
有

機
的
に
可
能
と
す
る
教
育
・
研
究
・
運
営
体
制
の
改
善
と
充
実
、併

せ
て
、魅
力
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
・
設
備
の
整
備
、学
生
の
就
労
意
識

の
向
上
と
就
職
支
援
体
制
の
強
化
な
ど
の
重
要
課
題
に
対
す
る
具

体
的
な
成
果
を
実
現
す
る
。さ
ら
に
、本
学
の
社
会
的
責
任
を
達
成

す
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、様
々
な
社
会
貢
献
活
動
や
地
域
に
密
着

し
た
奉
仕
活
動
等
、社
会
的
評
価
の
向
上
に
向
け
た
関
連
事
業
を

積
極
的
に
推
進
す
る
。 

 （
１
）東
京
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の
推
進 

　
　
及
び
そ
の
他
の
施
設
・
設
備
の
整
備
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

　
今
年
度
よ
り
本
格
的
に
着
工
と
な
る
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
計
画
に

つ
い
て
、こ
れ
を
最
優
先
課
題
と
位
置
付
け
、竣
工
予
定
で
あ
る
平
成

23
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、横
浜
・
健
志
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
活
用
を

軸
と
し
た
効
果
的
な
ロ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
構
築
し
、必
要
と
さ
れ
る

施
設
・
設
備
の
整
備
を
遅
滞
な
く
進
行
さ
せ
る
。
ま
た
、再
開
発
の

進
行
と
並
行
し
て
、両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
既
存
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

の
た
め
の
計
画
的
な
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、特
に
、横
浜
・
健
志
台

キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
、東
京
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の
竣
工
後
、

速
や
か
に
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
整
備
に
取
り
掛
か
れ
る
よ
う
、具
体
的

な
計
画
立
案
に
着
手
す
る
。 

 （
２
）大
学
及
び
短
期
大
学
部
改
革
の
推
進
　
　

　
　
　
　
　
　 

　
大
学
の
将
来
構
想
と
し
て
策
定
し
た
大
学
改
革
に
係
る
11
構
想

の
具
現
化
に
向
け
、各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
定
め
た
各
構
想
の
具
体
的
方

策
に
基
づ
き
、順
次
、作
業
を
進
め
、体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
大
学
と

し
て
の
充
実
を
目
指
す
。
特
に
、「
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）

及
び
「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）に
つ
い
て
は
可
及
的
速
や

か
に
開
設
を
推
進
す
る
。
ま
た
、本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
に
も

謳
わ
れ
て
い
る
競
技
力
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、学
友
会
運
動
部
に

対
し
て
補
助
金
を
支
給
す
る
。こ
れ
以
外
に
平
成
19
年
度
以
降
、学

内
外
に
お
け
る
不
慮
の
事
故
等
、不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
際
に
対

処
可
能
と
な
る
資
金
を
予
備
費
に
計
上
す
る
。 

 （
３
）カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
及
び 

　
　
専
攻
科
保
育
専
攻
の
開
設
準
備
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

　
大
学
体
育
学
部
で
は
、平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
新
教
育
課
程

の
基
本
的
考
え
方
を
踏
ま
え
、平
成
２０
年
度
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
導
入
す
る
た
め
の
具
体
的
計
画
を
立
案
す
る
。
併
せ
て
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
訂
に
伴
っ
た
学
務
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
行
う
。
ま
た
、短
期
大

学
部
に
お
い
て
は
、専
攻
科
保
育
専
攻
に
平
成
２０
年
度
か
ら
学
生
を

受
け
入
れ
る
。 

 （
４
）学
生
の
育
成
と
生
活
環
境
改
善
及
び 

　
　
学
生
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
取
組
み
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

　
学
生
寮
は
「
教
育
寮
」
と
位
置
づ
け
、人
間
教
育
及
び
伝
統
継
承

の
最
前
線
と
し
て
、秩
序
あ
る
共
同
生
活
を
通
じ
て
模
範
と
な
る
べ

き
社
会
人
・
体
育
人
と
し
て
の
基
盤
を
培
う
と
と
も
に
数
多
の
伝
統

を
正
し
く
継
承
す
る
生
活
空
間
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
中
、社
会

環
境
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
急
激
な
変
化
や
大
学
全
入
時
代
の
到
来

を
真
摯
に
受
止
め
、寮
関
連
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
を
可
及
的
速

や
か
に
推
進
し
、優
秀
な
学
生
を
確
保
し
た
後
の
責
任
あ
る
生
活

環
境
の
維
持
に
努
め
る
。
ま
た
、学
生
証
の
付
加
価
値
を
高
め
学
内

サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
公
共
的
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、非
接

触
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
技
術
方
式
な
ど
の
情
報
関
連
技
術
を
積
極
的
に
活

用
し
直
接
的
な
学
生
サ
ー
ビ
ス
に
取
組
む
こ
と
と
す
る
。 

 （
５
）情
報
社
会
に
即
し
た
学
内
環
境
の
整
備

　
　
　
　
　
　 

　
利
便
性
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
向
上
の
相
反
す
る
と
思
わ
れ
る
大
き

な
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、各
部
署
で
執
り
進
め
ら
れ
る
業
務
を
支

援
す
る
「
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
及
び
運
用
支
援
並
び
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
技
術
を
活
用
し
た
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
及
び
電
子
メ
ー

ル
シ
ス
テ
ム
等
「
情
報
系
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
及
び
運
用
を
そ
の
機
軸

か
ら
逸
す
る
こ
と
な
く
継
続
改
善
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、双
方
の

シ
ス
テ
ム
の
融
合
、シ
ー
ム
レ
ス
な
交
流
を
一
層
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、本
学
に
お
け
る
情
報
技
術
活
用
の
戦
略
を
講
じ
、事
務
系
職

員
を
対
象
と
し
た
支
援
業
務
の
展
開
か
ら
教
員
及
び
学
生
、さ
ら
に

は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
も
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
意
識
を

移
行
さ
せ
る
た
め
、そ
の
具
現
化
に
向
け
た
積
極
的
な
情
報
技
術
の

分
析
・
活
用
を
推
進
す
る
。 

 （
６
）優
秀
な
学
生
確
保
の
た
め
の 

　
　
選
抜
制
度
の
改
革
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

　
体
育
系
学
部
・
学
科
の
増
加
や
18
歳
人
口
の
減
少
等
、学
生
定
員

確
保
の
た
め
に
全
学
的
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が

進
行
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、本
学
に
相
応
し
い
学
生
確
保
を
主

眼
と
し
て
筆
記
試
験
及
び
実
技
試
験
の
見
直
し
や
Ａ
Ｏ
入
試
制
度

導
入
の
検
討
な
ど
を
推
進
し
、よ
り
効
果
的
な
入
学
試
験
方
法
を

確
立
す
る
こ
と
に
努
め
る
。 

 （
７
）新
し
い
日
体
大
の
姿
勢
や
考
え
方
に 

　
　
着
眼
し
た
広
報
戦
略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

　
11
の
大
学
改
革
構
想
の
進
捗
を
適
時
に
捉
え
状
況
を
段
階
的
に

発
信
し
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、優

秀
な
学
生
確
保
の
た
め
の
学
生
募
集
に
関
す
る
広
報
活
動
を
推
進

し
、本
学
の
独
自
性
や
教
育
研
究
に
よ
る
成
果
を
幅
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、従
来
の
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
な
る
充
実
を
図

る
。
ま
た
、本
学
の
広
報
戦
略
の
一
貫
と
し
て
隔
年
で
実
施
し
て
い
る

体
育
研
究
発
表
実
演
会
を
東
京
及
び
中
国
・
四
国
地
区
で
開
催
す

る
。 

　
さ
ら
に
は
、正
統
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
校
章
」「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」「
シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
」
を
未
来
永
劫
に
わ
た
り
適
正

に
継
承
す
る
た
め
策
定
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー（
Ｖ

Ｉ
）・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
・
徹
底
に
努
め
る
と
と
も
に
、日
体
大
ブ

ラ
ン
ド
を
正
し
く
継
承
す
る
環
境
整
備
と
Ｖ
Ｉ
を
積
極
的
に
活
用

し
た
広
報
戦
略
の
策
定
を
図
る
。こ
れ
に
伴
っ
て
、学
友
会
運
動
部

等
に
お
け
る
ユ
ニ
ホ
ー
ム
等
の
作
り
替
え
に
対
す
る
補
助
を
行
い
、学

内
の
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
化
を
支
援
す
る
。 

 （
８
）募
金
活
動
の
実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

　
東
京
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
事
業
に
関
連
し
て
、募
金
活
動

を
行
う
。
寄
付
金
は
都
心
に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
の
利
便
性
と

機
能
性
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。
募
金
に
か
か
わ
る
委
員
会

を
設
置
し
、学
長
を
委
員
長
と
し
て
Ⅱ
期
工
事
及
び
Ⅲ
期
工
事
に
反

映
可
能
と
な
る
寄
付
金
を
募
る
こ
と
と
す
る
。 

  

知識基盤社会をリードする魅力ある個性豊かな体育・スポーツの総合大学を目指す 
日体大の今年度マニフェスト！ 

知識基盤社会をリードする魅力ある個性豊かな体育・スポーツの総合大学を目指す 
日体大の今年度マニフェスト！ 

■
平
成
19
年
度
　
日
本
体
育
大
学
お
よ
び
日
本
体
育
大
学
女
子
短
期
大
学
部
　
事
業
方
針 
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平成２０年度入学試験へ向けて 
～入試改革の取組みについて～  
体育・スポーツ系の学部や学科が他大学で 

相次いで新設され大学間競争が激化するなか、 

本学は入試改革を行い、より優秀で日体大らしい 

学生の獲得をめざす。 

 

平成20年度から入試制度が変わります。 

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
構
想 

　 　
本
学
で
は
、新
時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、建
学
の
精
神
で
あ
る
「
體
育
富
強

之
基
」
に
基
づ
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
社
会
的
使
命
）、ヴ
ィ
ジ
ョ
ン（
目
標
）を
実
現
す
る
た

め
に
「
11
の
大
学
改
革
構
想
」
を
昨
年
度
に
策
定
し
、大
学
改
革
宣
言
を
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
11
の
大
学
改
革
構
想
の
ひ
と
つ
に
「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
構
想
」
が

あ
り
ま
す
。こ
の
構
想
は
、本
学
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

の
実
現
の
た
め
に
、さ
ら
に
は
有
能
な
人
材
を
日
体
大
に
誘
う
た
め
に
、本
学
入
試

制
度
改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
る
柱
と
な
る
も
の
で
す
。
　
　 

　
こ
の
構
想
に
基
づ
く
入
試
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、近
年
の
様
々
な
社
会
事
情

も
併
せ
て
検
討
し
た
結
果
、「
一
般
入
試
実
技
試
験
種
目
の
変
更
」
と
「
Ａ
Ｏ
入
試

導
入
」
を
、平
成
２０
年
度
入
試
か
ら
実
施
し
ま
す
。 

 

一
般
入
試
実
技
試
験
種
目
を
変
更 

 

　
本
学
の
一
般
入
試
実
技
試
験
種
目
は
、こ
こ
十
数
年
《
１
０
０
ｍ
走
、マ
ッ
ト
運
動
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
》
を
実
施
し
、基
礎
的
運
動
能
力
で
あ
る
「
走

力
」
に
「
技
能
的
な
要
素
の
運
動
能
力
」
を
加
味
し
て
評
価
し
て
き
ま
し
た
が
、今

回
の
入
試
制
度
改
革
で
実
技
種
目
の
見
直
し
を
行
い
、基
礎
的
な
身
体
能
力（
体

力
）を
重
視
し
て
評
価
す
る
試
験
種
目
《
50
ｍ
走
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
、反
復
横
と

び
、上
体
起
こ
し
》
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、近
年
子
ど
も
た
ち
の
身
体
能
力（
体
力
）が
長
期
的
な
低
下
傾
向
に
あ

っ
て
、憂
慮
す
べ
き
状
況
の
な
か
、将
来
、学
校
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
本
学
学
生
と
し
て

も
、こ
の「
体
力
」の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、本
学
の
重
要
な
使
命
の
一つ
で
も
あ
る
「
競
技
力
の
向
上
」
に

は
、こ
の「
体
力
の
向
上
」
が
必
須
の
重
要
課
題
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。 

　
そ
こ
で
、本
学
の
入
試
改
革
の
一
環
と
し
て
、実
技
種
目
の
見
直
し
を
行
い
、｢

体

力｣

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、こ
れ
を
評
価
す
る
試
験
種
目
に
変
更
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。 

 

Ａ
Ｏ
入
試
の
導
入 

 

　
Ａ
Ｏ
入
試
に
つ
い
て
は
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
Ａ
Ｏ
入

試
」
と
、日
本
の
伝
統
芸
能
や
、民
俗
芸
能
の
習
熟
者
を
対
象
と
し
た｢

武
道
学
科

Ａ
Ｏ
入
試（
伝
統
芸
能
コ
ー
ス
）｣

を
実
施
し
ま
す
。 

　
Ａ
Ｏ
入
試
と
は
、｢

詳
細
な
書
類
審
査
と
時
間
を
か
け
た
丁
寧
な
面
接
等
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、入
学
志
願
者
の
能
力
・
適
性
や
学
習
に
対
す
る
意
欲
、

目
的
意
識
等
を
総
合
的
に
判
断
す
る
方
法｣

と
さ
れ
て
い
て
、す
で
に
多
く
の
大
学

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
学
で
も
日
体
大
ら
し
い
Ａ
Ｏ
入
試
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、平

成
２０
年
度
入
試
か
ら
前
述
し
た
２
種
類
の
Ａ
Ｏ
入
試
を
実
施
し
ま
す
。い
ず
れ
も
、

本
学
の「
建
学
の
精
神
」
、「
理
念
」
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、本
学
に
入
学
す
る

強
い
意
思
・
意
欲
の
あ
る
受
験
生
を
対
象
と
し
て
実
施
し
ま
す
。 

 
『體育富強之基』 

たい       いく        ふ      きょう       の       もとい 

建学の精神 

ミッション 
１． スポーツ科学全般の先駆的研究およびその実践を通じて、人間の心身が有する可能性を総合的に
究明し、国民の体力向上、ひいては国際的な競技力向上に貢献する。 

２． 我が国のスポーツ文化の深化・発展に努めるとともに、オリンピック・ムーブメントを主導的に推進し、
スポーツの「力」を基軸に、国際平和の実現に寄与する。 

３． トップアスリートはもとより、地域社会において指導者やリーダーとして活躍しうる人材を輩出し、健
康で豊かな生涯スポーツ社会を構築するための原動力となる。 

 ヴィジョン 
　日本体育大学は、独自の教育・研究プログラムを創造的に展開し、我が国の体育・スポー
ツ界ならびに来るべき知識基盤社会をリードする大学を目指す。また同時に、心身ともに逞
しく、明朗快活で、自らが選択した職種の現場において強い即戦力として活躍できる人材の
育成を図る。 

　真に豊かな国家・社会を実現するためには、体育・スポーツの普及・発展を積極的に推進し、健全な心
身を兼ね備えた全人格的な人間を数多く育成することが肝要である。 

　　　　　第１回　 平成１９年５月２７日（日） 
　　　　　第２回  平成１９年６月２４日（日） 
　　　　　第３回  平成１９年７月２１日（土） 
　　　　　第４回  平成１９年８月２５日（土） 
　　　　　第５回  平成２０年３月２９日（土） 
　　　　　全日程  横浜・健志台キャンパス　 
  １０：３０～１４：３０（受付１０：００～） 
　※東京・世田谷キャンパスは再開発工事に伴い、実施いたしません。 　　 

　■入試課　事務取扱時間  平日／８：３０～１７：００  Tel．０３-５７０６-０９１０ 

　２００７年度　オープンキャンパス　開催日程 

副学長（教学・学生生活担当） 
入学試験対策委員長 

 滝沢　康二 
た き　　ざ わ こ う　　　じ 

「體育富強之基」について（理念） 
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日本体育大学　体育学部 

日本体育大学女子短期大学部：体育科（２年制） 

①AO入試の種類 ②エントリー開始 

必須　　  ●５０m走  

　　　　  ○ハンドボール投げ  

選択　　  ○反復横とび  

　　　　  ○上体起こし 
※3種目から 
　2種目を選択 

※大学：武道学科受験者は上記のほかに、各自専攻する実技試験を実施します。※５０m走は雨天時、立幅跳に変更の場合があります。※文部科学省の新体力テストの実施方法に準じますが、本学独自の方法 
を加えることがあります。※詳しくは平成１９年８月頃配付の『平成２０年度　学生募集要項』をご覧ください。※幼児教育保育科は実技試験は行いません。  

◆筆記試験に変更はありません。 
　必須●国語総合（古典は除く）  
　選択○英語Ⅰ・Ⅱまたは数学Ⅰ 

必須
　 ●１００m走 

　　　 ●マット運動 

選択　 ○バレーボール 

　　　 ○バスケットボール 
※どちらか 
１種目を選択 

必須
　　  ●５０m走  

　　　　  ●上体起こし 

平成19年7月（予定）       
※入試日程・選考方法等の 
　詳細は、必ず要項、 
　パンフレットで 
　確認して下さい。 

・「スポーツＡＯ入試」と「武道学科ＡＯ入試（伝統芸能コース）」の２種類を実施。 

変更後 

変更後 

《スポーツＡＯ入試》 
・対象：国際レベルのスポーツ競技大会において活躍
　　　　が期待できる資質を有し、高い競技力を持った
　　　　者で、本学に入学する強い意思のある者 
・募集人員：１０名（体育学部　各学科） 

《武道学科ＡＯ入試（伝統芸能コース）》 
・対象：日本の伝統芸能・民俗芸能に習熟し、本学に入学
　　　　する強い意思のある者 
・募集人員：５名（体育学部　武道学科　伝統芸能コース） 

平成２０年度入試からＡＯ（アドミッション・オフィス）入試を導入します！！ 

平成２０年度入試から一般入学試験の実技試験種目を変更！！ 
～「技能的な要素の運動能力の評価」から「基礎的な身体能力（体力）の評価」へ～ 

■大学／体育学部 ■短大／体育科・幼児教育保育科 

体 育 学 科  

志願者数 区　　　分 受験者数 合格者数 入学予定者数 倍率 志願者数 区　　　分 受験者数 合格者数 入学予定者数 倍率 

推 薦  

一 般  

学 科 計  

推 薦  

一 般  

学 科 計  

推 薦  

一 般  

学 科 計  

推 薦  

一 般  

学 科 計  

推 薦  

一 般  

総 合 計  

 460  (135) 

 1,601  (377) 

 2,061  (512) 

 21  (13) 

 622  (204) 

 643  (217) 

 45  (13) 

 113  (24) 

 158  (37) 

 24  (11) 

 608  (93) 

 632  (104) 

 550  (172) 

 2,944  (698) 

 3,494 (870)  

 460  (135) 

 1,581  (374) 

2,041 (509) 

 21  (13) 

 620  (204) 

 641  (217) 

 45  (13) 

 113  (24) 

 158  (37) 

 24  (11) 

 604  (92) 

 628  (103) 

 550  (172) 

 2,918  (694) 

 3,468  (866)

 421  (125) 

 521  (103) 

 942  (228) 

 20  (13) 

 316  (92) 

 336  (105) 

 44  (13) 

 96  (19) 

 140  (32) 

 24  (11) 

 350  (56) 

 374  (67) 

 509  (162) 

 1,283  (270) 

 1,792  (432)

 418  (124) 

 387 (61) 

 805  (185) 

 20  (13) 

 162  (53) 

 182  (66) 

 44  (13) 

 90  (17) 

 134  (30) 

 24  (11) 

 158  (35) 

 182  (46) 

 506  (161) 

 797  (166) 

 1,303  (327)

1.09  

3.03  

 

1.05  

1.96  

 

1.02  

1.18  

 

1.00  

1.73  

 

1.08  

2.27 

推 薦  

一 般  

科 計  

推 薦  

一 般  

科 計  

推 薦  

一 般  

総 合 計  

120 

248 

368 

38 

21 

59 

158 

269 

427

120 

245 

365 

38 

21 

59 

158 

266 

424

95 

138 

233 

37 

20 

57 

132 

158 

290

81 

62 

143 

36 

14 

50 

117 

76 

193

1.26 

1.78 

 

1.03 

1.05 

 

1.20 

1.68

体 育 科  

幼児教育保育科 

合 計  

健 康 学 科  

武 道 学 科  

社会体育学科 

合 計  

※（　　）内は女子内数  *倍率＝受験者数÷合格者数  
(2007.3.23現在） 

■体育専攻科 

■編入学 

志願者数 受験者数 合格者数 入学予定者数 

志願者数 受験者数 合格者数 入学予定者数 

17 (0)17 (0)17 (0)17 (0)

118 (113)120 (114)126 (114)126 (114)■大学院体育科学研究科 

区　　　分 
志願者数 受験者数 合格者数 入学予定者数 志願者数 受験者数 合格者数 

博士前期課程 博士後期課程 

入学予定者数 

スポーツ文化・社会科学系 

ト レ ー ニ ン グ 科 学 系  

健康科学・スポーツ医科学系 

合 計  

17 (5) 

29 (5) 

6 (4) 

52 (14)

17 (5) 

28 (4) 

6 (4) 

51 (13)

14 (4) 

14 (3) 

5 (3) 

33 (10)

14 (4) 

14 (3) 

4 (3) 

32 (10)

3 (0) 

4 (1) 

1 (0) 

8 (1)

 3 (0) 

4 (1) 

1 (0) 

8 (1)

3 (0) 

4 (1) 

1 (0) 

8 (1)

3 (0) 

4 (1) 

1 (0) 

8 (1)

■平成１9年度入試結果 

必須
　  ●１００ｍ走 

　　　  ●上体起こし 

◆筆記試験に変更はありません。　必須●国語総合（古典は除く） 
 

■入試に関するお問い合せは；入試課　事務取扱時間  平日／８：３０～１７：００  Tel．０３-５７０６-０９１０ 

4



―ラグビーを始めたきっかけを教えてください。 

岡村●小学校4年生の時に、地元の熊本ラグビースクールに入団しました。

きっかけは祖父と父親の影響です。父親は日体大OBでラグビーをしてい

たのですが、幼少時からの自然の流れでラグビーを始めていました。日体

大に入学したのも父の影響が大きかったですね 

―ラグビー以外の競技には興味がなかったですか？ 

岡村●実は中学時代にラグビースクールとは別に学校の部活動で陸上

をやっていたことがあるんです。ただラグビーの魅力を上回ることはなか

ったですね。どうも個人競技は苦手のようです。 

―ラグビーに対する考え方で、高校時代と変わったところがあれば教えて

ください。 

岡村●練習への取り組み方は高校時代と変わりましたね。指導者の方

から与えられているだけでは、技術面も精神面も成長しません。自分をよ

く分析し、何が課題として存在するのか、グラウンド上では気持ちを前面

に出すことも必要ですが冷静な自分も必要になってきます 

―大学に入学してポジションが変わったそうですが。 

岡村●ラグビーを始めた当初から大学入学まではスタンドオフという、バッ

クスの司令塔的なポジションをやっていました。昔から自分は足が遅くて

…（笑）、フランカーにコンバートされて自分本来の持ち味を生かせたよう

な気がします。ただ、どのポジションでもラグビーの魅力は変わらないです。 

―ラグビーの魅力とは何なのでしょう? 

岡村●選手のプレーで観ている人が熱くなれる。もちろん自分もそれ以

上に熱くなっていると思います（笑）。それとチームスポーツですから、一

人の力だけでは試合に勝てないところが奥深いですね。逆に言えば多

少個の力が劣っていても、チームが団結することが出来れば勝利を手に

することが出来るという点が、この競技の魅力の一つではないでしょうか。

―学生生活も忙しいと思いますが。 

岡村●シーズン中はほとんど休みなしですから、オフも体を休めるだけです。

ただ授業はしっかりと出ていますよ。印象に残っている授業は「スポーツ

社会学」ですね。スポーツと社会の関わりを意識するようになりました。また、

授業では他競技の学生と交流できるのも楽しみですね。 

―日体大ラグビー部復活の鍵はどこにあると思いますか。 

岡村●全体的に見ると課題はたくさんあります。約90人の部員が同じ方

向を向いて強くならなければならないと感じています。しかし全員が自分

たちのラグビーに自信を持てるようになったときは、ここ数年勝利から遠ざ

かっている「早慶明」にも互角に戦えるはずです。 

―最後に今シーズンの目標を教えてください。 

岡村●大学日本一。そこをゴールに設定しないと何も始まらないですから。

もちろん、そこへ至るには超えなければいけない事はたくさんありますが、

プレーする以上は頂点を目指します。古豪復活と言われるよう、勝ちにこ

だわったラグビーを追求していきます。是非とも多くの人に競技場へ足を

運んでもらい、日体大を応援してほしいですね。強い日体大を見せますの

でよろしくお願いします。 

（2月22日、横浜・健志台キャンパスにて） 

［ラグビー部］ 

岡村 繁伸 

（体育学科・4年） 

日体大ラグビー部は大学選手権2度、関東大学ラグビー対抗戦
グループ5度の優勝を誇っている。しかし幾多の日本代表選手
を輩出した名門もここ数年は低迷を余儀なくされているのが実
状だ。復活へのキーマンである岡村繁伸君に現在のラグビー部
の課題、また復活への手応えを聞いた。 

【PROFILE】●おかむら・しげのぶ● 
1985年熊本県生まれ。 
県立熊本西高校出身　身長／175㎝　体重／78㎏ 
主な戦績：高校2年次全国高等学校ラグビーフットボール大会出場。  
弟も現在関東学院大学ラグビー部に所属するラグビー一家。今季の目標は強豪校から勝利を挙げ旋風
を起こすこと。また最終学年を迎えたが、進路は「教員か一般企業か悩んでいる」。現在の趣味は休日
のホームセンターめぐり。 
 

プレーする以上は頂点を目指します。 
目標は大学日本一！ 
 

＜表紙を飾る＞ 
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【PROFILE】●たいら・ゆき● 
1985年福岡県生まれ。 
福岡県私立折尾愛真高校出身。高校時代から、部活動の新体操と両立させて日本舞踊を始める。現在
は、日本舞踊のほか、創作ダンス、ジャズダンス、モダンダンスにも取り組む。さらに能や狂言なども研究中。
両親も日体大卒業生。父親はサッカー、母親は陸上の短距離の選手として活躍した。 
 
 

―武道学科で伝統芸能を学べるというのは意外に知られていないのでは？ 

平●確かに、クラスの友人からも“専門実技は何やっているの？”などとよ

く聞かれます。古今東西のあらゆる舞踊や芸能について学べるので、踊

ることが好きな人にとっては最高です。これほど舞踊について学ぶ環境

が整っているところはほかにないと思うので、もっとみなさんに知ってもらい

たい、という思いはあります。 

―舞踊に興味をもつようになったきっかけは？ 

平●高校入学時くらいから日体大に進学することを考えていたのですが、

私の通っていた学校には、日体大卒の日本舞踊の名取の先生がいて、そ

の先生に進学相談をお願いしたところ、“こんなふうに踊りを専攻すること

もできる”とご紹介いただいたことがきっかけです。新体操の部活の合間

をぬって、日本舞踊の稽古もつけてくださいました。 

―新体操への未練はありませんでしたか。 

平●新体操は幼稚園のころからやっていましたが、大学では新しいこと

をやろうと考えていたので、後ろ髪をひかれるような思いはありませんでし

た。“表現する”という根本においては、両者とも似ていますしね。 

―日本舞踊の魅力とはどのようなところでしょうか。 

平●日本舞踊は簡単に言い表せば「日本の舞踊」ということになります。

歴史的にその発祥から現代まで少なくとも400年の歳月の中で、洗練を

重ねて大成されたのが日本舞踊です。和の世界、先人達が大切に築い

てきた日本の伝統美や長年に亘って伝えられてきた“形”をいかに再現

するかなど、日本舞踊には数え切れない程のたくさんの魅力があります。 

日本独特の間の取り方や、扇を月や杯に見立てて表現する動きなど、本

当に奥の深い伝統芸能です。今は、動かない表現方法というか、技術を

伴う心情を表すことを追究していくことにのめりこんでいます。 

―現在の活動の様子について教えてください。 

平●日本舞踊は授業とクラブ活動で週１回ずつ、年に１度の伝統芸能研

究発表会を目標に稽古に励んでいます。時間にすると総計で週６時間く

らいです。それ以外はダンス部で活動していてモダンダンスをやっています。

こちらは夏のコンクールをめざしています。西洋のダンスと日本舞踊の比

較が多角的にできて、とても興味深く活動しています。 

この活動を活かして、日本舞踊の重心を低くした踊りの要素を取り入れた、

新しいダンススタイルの創造もしてみたいですね。 

―将来の目標は？ 

平●大学卒業後は高校の教員になりたいと考えています。 

また、「伝統文化交流・外国語実践実習」でオーストラリアにおいて、和太

鼓や舞踊の発表を通じて、深いコミュニケーションが取れたことがとても

印象に残っていて、仕事とは別に、世界各国の“スポーツと人の関わり方”

を研究することもライフワークとして続けていきたいと思っています。 

―英語の勉強もがんばらなくてはいけませんね。 

平●そうですね。ただ、外国の方と話をするときは、日本の文化について

も知らなければいけません。伝統文化や日本舞踊を極めるために、卒論

のテーマも“日本の伝統芸能について”としました。スポーツが国際平和

につながるよう、少しでも貢献できればと考えています。 
（3月2日、東京・世田谷キャンパスにて） 

［日本舞踊］ 

平 有希 

（武道学科・4年） 

武道学科というと、柔道や剣道のイメージが強いが、武道学科
伝統芸能コースに入学し、ダンス部に所属しながら、日本舞踊に
取り組んでいる平さんのような学生もいる。高校時代は新体操
でインターハイ、国体に出場した経験もある平さんに、日体大で“日
本の伝統芸能を学ぶ”という魅力について語ってもらった。 

日本舞踊を通して日本文化を 
学んだことが、国際交流にも役立つ。 
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和
田
喜
久
夫
さ
ん
が
、地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
尽
力
す

る
よ
う
に
な
っ
た
原
点
は
、日
体
大
で
の
経
験
に
あ
る
と
い
う
。 

「
勝
利
が
第
一
の„
競
技
ス
ポ
ー
ツ
“と
し
て
剣
道
を
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、大
学
１
年
で
体
調
を
崩
し
、断
念
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、プ
ロ
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
、子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
指
導
を
し
た
経
験
な

ど
を
通
し
て
、„
み
ん
な
が
楽
し
め
る
“と
い
う
視
点
で
ス
ポ
ー

ツ
を
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
在
学
中

に
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
審
判
員
、体
力
テ
ス
ト
の

判
定
員
な
ど
の
資
格
も
取
り
ま
し
た
」
。 

　
大
学
卒
業
後
は
、郵
便
局
の
仕
事
と
並
行
し
、勤
務
終
了

後
の
夜
間
や
土
日
を
利
用
し
て
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努

め
る
。そ
し
て
、そ
の
活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
、28
歳
と
い
う
異

例
の
若
さ
で
、八
王
子
市
教
育
委
員
会
よ
り
体
育
指
導
委
員

に
任
命
さ
れ
た
。
体
育
指
導
委
員
は
40
歳
過
ぎ
て
の
任
命
が

通
例
の
な
か
で
の
抜
擢
で
あ
っ
た
。 

　
「
持
ち
回
り
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
自
治
会
の
役
員

を
皮
切
り
に
、„
体
力
つ
く
り
運
営
委
員
“や„
大
和
田
市
民
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
“な
ど
を
務
め
ま
し
た
。そ
の
間
に
、地
域
の

市
民
運
動
会
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
り
、„
八
王
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
“の
利
用
促
進
の
た
め
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
り
と
、

具
体
的
に
活
動
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
。 

　
和
田
さ
ん
が
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
の
は
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
指
導
・
普
及
・
考
案
。そ
し
て
生
ま
れ
た
の
が「
ネ
オ
テ
ニ
ス
」

で
あ
る
。 

　
「
ネ
オ
テ
ニ
ス
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
、„
老
若
男
女
が
楽
し
め

る
“と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、平
成
８
年
に
私
と
八
王
子
の
仲

間
で
考
え
た
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
広
く

普
及
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
の
コ
ー
ト
と

ラ
ケ
ッ
ト
、テ
ニ
ス
の
練
習
用
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
を
用
い
て
行
い

ま
す
。ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
な
ら
、若
い
男
性
の
強
烈
な
ス
マ
ッ
シ
ュ

も
、ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
後
に
は
威
力
が
な
く
な
る
の
で
、あ
ま
り
力

が
な
い
年
配
の
方
や
小
学
生
で
も
打
ち
返
し
て
プ
レ
ー
で
き
る

と
、喜
ば
れ
て
い
ま
す
」
。 

　
現
在
も
、八
王
子
市
ネ
オ
テ
ニ
ス
協
会
会
長
を
は
じ
め
、日

本
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
協
会
常
任
理
事
・
審
判
委
員
長
の
任
に
就
い
て

い
る
。 

　
こ
う
し
た
活
動
に
和
田
さ
ん
を
駆
り
立
て
る
も
の
と
は
何

な
の
か
。 

　
「
ネ
オ
テ
ニ
ス
は
市
民
大
会
を
数
多
く
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

コ
ー
ト
で
は
お
年
寄
り
と
小
学
生
が
ペ
ア
を
組
ん
で
共
に
語
っ

た
り
笑
っ
た
り
す
る
光
景
が
み
ら
れ
ま
す
。
私
自
身
も
参
加
チ

ー
ム
の
忘
年
会
に
招
待
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、も
は
や
一つ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
は
ス

ポ
ー
ツ
で
よ
り
い
っ
そ
う
豊
か
に
な
る
。
そ
れ
を
、も
っ
と
多
く

の
人
に
広
め
て
い
き
た
い
の
で
す
」
。 

　
昨
年
は
、文
部
科
学
省
よ
り
全
国
で
９２
人
し
か
い
な
い「
平

成
１８
年
度
体
育
指
導
委
員
功
労
者
」
の
１
人
と
し
て
表
彰
を

受
け
た
。「
仕
事
以
外
の
面
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
。

今
後
も
こ
の
活
動
を
続
け
た
い
」
と
語
る
和
田
さ
ん
に
、日
体

大
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
た
。 

　
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
目
指
す
学

生
が
多
い
と
聞
き
ま
す
が
、と
に
か
く
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を

も
つ
こ
と
で
す
。カ
ベ
に
あ
た
っ
た
ら
、１
人
で
抱
え
込
ま
ず
に

仲
間
を
頼
れ
ば
い
い
。
す
る
と
自
然
に
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、市
町
村
な
ど
の
行
政
か
ら
協
力
を
得
ら
れ
る
と
、

施
設
・
予
算
な
ど
の
面
で
有
利
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。
日
体
大

発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
は
ま
だ
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、日
体
大
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
競
技
を
発
案
・
普
及
さ
せ
る
よ
う
な
学
生
が
出
て
く

る
と
い
い
で
す
ね
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

1955年東京都生まれ。 
ぱ・る・るプラザ町田内郵便局長。小学生時代から水泳・剣道でトップクラスの実力を誇り、地元の高校卒業後、日体大武道学科剣道専攻に入学。しかし、１年ほどで体調を崩し、剣道を続
けることが困難になり、健康学科へ転学科する。79年に日体大を卒業、同年郵政省に採用される。84年より八王子市体育指導委員に。体育指導委員の協議会では、総務部長、研修部長
などを経て会長。東京都体育指導委員協議会理事にも就任。06年には、「体育指導委員功労者」として文部科学省より表彰された。 
ネオテニスの詳細は「八王子市ネオテニス協会」（http://www002.upp.so-net.ne.jp/neokyokai/）参照。 
 

和田 喜久夫さん 
1979年3月健康学科卒業 

文部科学省「平成18年度体育指導委員功労者」表彰を受賞 

「
人
生
は
ス
ポ
ー
ツ
で
よ
り
一
層
豊
か
な
も
の
に
な
る
」
。 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、そ
の
真
髄
を
語
る
。 

 

わだ・きくお ★ 

（
３
月
２
日
、町
田
に
て
） 

体育指導委員功労者表彰とは  
文部科学省が、各都道府県教育委員会
の選考を経て推薦された体育指導委員と
して地域スポーツの振興に功績顕著な者
を表彰するもの。昭和57年度の第1回表
彰以来5年ごとに行ってきたが、平成12年
9月に告示された「スポーツ振興基本計画」
において、体育指導委員が担うこととなる
地域スポーツの振興における中核的な役
割の重要性に鑑み、平成12年度以降毎
年表彰している。 
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野海 恵子さん（旧姓石川） 
2000年3月体育学科卒業 

1998年バンコクアジア大会、2002年釜山アジア大会、 
2006年ドーハアジア大会　セパタクロー日本代表選手 

　
セ
パ
タ
ク
ロ
ー
は
、ネ
ッ
ト
の
高
さ
は
１
５
５
ｃ
ｍ
で
、コ
ー
ト
の

大
き
さ
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
同
程
度
。ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
る
と
、

サ
ッ
カ
ー
で
い
う
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
キ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ボ
レ

ー
で
ア
タ
ッ
ク
を
蹴
り
こ
む
な
ど
、迫
力
満
点
の
ゲ
ー
ム
が
展

開
さ
れ
る
。
野
海
恵
子
さ
ん
は
、そ
ん
な
セ
パ
タ
ク
ロ
ー
の
日
本

代
表
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
。 

　
「
高
校
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、大
学
で

は
何
か
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
よ
う
と
思
い
、ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト

や
ラ
ク
ロ
ス
な
ど
に
も
興
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
に

関
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
る
日
体
大
に
入
っ
て
本
当

に
よ
か
っ
た
で
す
」
。 

　
競
技
を
始
め
て
間
も
な
い
大
学
２
年
次
に
日
本
代
表
に
選

出
さ
れ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
遠
征
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

「
私
は
高
校
時
代
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
と
し
て
は
ど
こ
に
で
も

い
る
よ
う
な
平
凡
な
存
在
で
し
た
。で
す
か
ら
、„
日
本
代
表
と

し
て
本
当
に
や
れ
る
の
？
“と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
、実

際
に
１
勝
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、地
元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

接
戦
を
演
じ
て
、„
も
う
少
し
が
ん
ば
れ
ば
勝
て
る
、負
け
た
ま

ま
で
は
悔
し
い
“と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
ね
」
。 

　
そ
の
後
も
、バ
ン
コ
ク
、釜
山
、ド
ー
ハ
と
３
度
の
ア
ジ
ア
大
会

に
日
の
丸
を
背
負
っ
て
出
場
を
果
た
し
た
。 

　
野
海
さ
ん
は
現
在
、競
技
を
続
け
る
傍
ら
、セ
パ
タ
ク
ロ
ー
の

普
及
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
課
題
は
競
技
を
行
う
環
境
の

改
善
。
日
本
代
表
選
手
と
い
え
ど
も
、ア
ル
バ
イ
ト
や
非
常
勤

職
員
と
い
う
形
で
働
き
な
が
ら
練
習
し
て
い
る
の
が
実
状
だ
。

「
セ
パ
タ
ク
ロ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
よ
く
は
な
い
で
す
ね
。
今

後
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
後
進
の
育
成
の
た
め
に
、何
か
行
動
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
企
業
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
つ
く
よ
う

な
ス
ポ
ー
ツ
に
し
な
い
と
」
。 

　
そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
の
が
、競
技
の
普
及
活
動
だ
。
野

海
さ
ん
は
他
の
選
手
と
と
も
に
、小
・
中
学
校
で„
セ
パ
タ
ク
ロ
ー

１
日
体
験
授
業
“を
実
施
し
た
り
、老
人
介
護
施
設
で
風
船

を
蹴
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
と
、地
道
な
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。「
こ
う
し
た
活
動
は
、学
校
や
施
設
の
職
員
の

中
に
日
体
大
の
卒
業
生
や
関
係
者
が
い
て
、そ
う
し
た
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
も
っ
と
広
め
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
。 

　
小
・
中
学
生
を
教
え
て
い
る
と
、素
質
を
感
じ
る
子
ど
も
に

出
会
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。「„
こ
の
子
ほ
し
い
な
“と
思
い

ま
す
ね（
笑
）。た
だ
、力
の
あ
る
子
ど
も
は
ほ
か
の
メ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
の
セ
パ
タ
ク
ロ
ー
は
、大

学
か
ら
始
め
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、技
術
や
経
験
に
劣
る
日
本

勢
は
、タ
イ
な
ど
の
強
豪
に
は
、ま
だ
勝
て
ま
せ
ん
。
中
学
生
く

ら
い
か
ら
競
技
に
取
り
組
め
る
土
壌
を
作
れ
ば
、日
本
も
強
く

な
っ
て
、多
く
の
人
に
注
目
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
の
か

な
と
」
。
06
年
に
は
人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
ジ
ャ
ン
ク
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

Ｓ
」
の„
美
人
ア
ス
リ
ー
ト
特
集
“に
も
出
演
し
た
。「
雑
誌
に

掲
載
さ
れ
た
私
を
見
た
、テ
レ
ビ
局
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
方
か

ら
協
会
に
電
話
が
あ
り
ま
し
て
…
。
恥
ず
か
し
さ
も
あ
り
ま
し

た
が
、セ
パ
タ
ク
ロ
ー
を
少
し
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
、オ
フ
ァ
ー
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
。 

　
ひ
と
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
追
求

し
続
け
る
。そ
ん
な
生
き
方
を
、野
海
さ
ん
は
体
現
し
て
い
る
。 

（
2
月
28
日
、東
京
・
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
） 

  

1977年神奈川県生まれ。 
高校時代はバレーボール部に所属。「スポーツ好き」と「保育士になりたい」という夢から、日本体育大学女子短期大学部保育科を目指すが、高校の先生から高い身体能力を買われ受験前になって、
体育学部への挑戦を決意し、日体大体育学科へ進学。入学して間もなくセパタクロー同好会に入り、2年次に日本代表選手に。以降、バンコクアジア大会（98年）、釜山アジア大会（02年）、ドーハア
ジア大会（06年）に出場。最近では、世田谷区内小学校の学童クラブの非常勤スタッフとして働くかたわら、地域でのスクール開催など、セパタクローの普及にも力を注ぐ。 
 
 

競
技
開
始
か
ら
2
年
で
日
本
代
表
に
。 

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、セ
パ
タ
ク
ロ
ー
と
共
に
生
き
る
。 

のうみ・けいこ ★ 
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9

　スポーツ選手のための食事トレーニング 

強
く
な
る
食
事
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の 

キ
ー
ワ
ー
ド『
ニ
ッ
タ
イ
ダ
イ
』 

　
栄
養
素
に
は
そ
れ
ぞ
れ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
栄
養
素
も
不
足
や
過
多
が
な

い
よ
う
、日
々
の
食
事
で
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、何
を
食
べ
る
と
ど
の
栄

養
素
が
主
に
摂
取
で
き
る
の
か
、『
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
栄
養
素
の
関
わ
り
』と『
ス
ポ

ー
ツ
選
手
の
基
本
献
立
』の
色
分
け
を
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、エ
ネ

ル
ギ
ー
源
に
な
る
栄
養
素
を
主
に
補
給
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
主
食
は
、同
じ
黄

色
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
事
な
試
合
で
勝
つ
た
め
、強
く
な
る
た
め
に
は
、試
合
当
日
の
食
事
だ
け
で
は

な
く
、試
合
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
き
た
の
か
、ど
の
よ

う
な
食
事
を
し
て
き
た
の
か
、と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
強
い
体
を
つ
く
る
た
め
、

『
ニ
ッ
タ
イ
ダ
イ
』で
食
事
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！ 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、皆
さ
ん
の
す
ぐ
身
近
に
あ
る
健
康
問
題
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
疑
問
に
焦
点
を
あ
て
て
、シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　
第
２
回
目
の
講
師
は
、本
学
ス
ポ
ー
ツ
局
の
安
達
瑞
保
さ
ん
で
す
。安
達
さ
ん
は
駅
伝
を
は
じ
め
、多
く
の
運
動
部

の
栄
養
管
理
や
食
事
指
導
を
行
い
、記
録
や
結
果
を
追
い
求
め
る
ア
ス
リ
ー
ト
達
を
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。そ

の
よ
う
な
最
前
線
の
現
場
サ
イ
ド
の
見
地
か
ら
、体
力
・
競
技
力
向
上
の
た
め
の
栄
養
・
食
事
の
取
り
方
に
つ
い
て
教

え
て
も
ら
い
ま
す
。 

 

　
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、自
分
の
体
を
把
握
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
練
習
日
誌
に
は
、練
習
メ
ニ
ュ
ー
だ
け
で
は
な
く
、体
調
・
休
養
に
関
す
る

項
目（
睡
眠
時
間
な
ど
）・
食
事
内
容（
補
食
含
む
）・
起
床
時
体
重（
体
脂
肪
率
）な

ど
を
、チ
ェ
ッ
ク
し
て
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
量
は
増
え
た
の
に
、

筋
肉
量
が
増
え
な
い
、も
し
く
は
食
事
の
内
容
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
の
に
、体
重

が
減
り
続
け
る
と
い
っ
た
変
化
が
あ
っ
た
場
合
、記
録
し
て
お
く
こ
と
で
、体
重
や
体

脂
肪
率
の
増
減
と
練
習
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、そ
の
間
の
食
事
内
容
が
見
合
っ
て
い
た
か
、他

の
項
目
と
と
も
に
見
直
し
、改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

   

　
食
事
に
つ
い
て
の
知
識
は
あ
っ
て
も
、実
際
に
食
べ
な
け
れ
ば
体
に
栄
養
素
は
入
っ

て
き
ま
せ
ん
。
今
日
の
食
事
が
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
に
、
3
ヵ
月
後
の
血
液
状

態
、
10
年
後
の
骨
の
状
態
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
体
は
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い
る

の
で
、一
度
の
食
事
や
短
期
間
の
食
事
で
は
強
い
体
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

   
　
白
米
に
玄
米
を
混
ぜ
る
と
ビ
タ
ミ
ン
類
の
摂
取
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黒（
ゴ
マ
な
ど
）、白（
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
な
ど
）、緑（
青
菜
な
ど
）な
ど
色
を
ま
ぜ
る
と

ビ
タ
ミ
ン
類
や
ミ
ネ
ラ
ル
類
の
摂
取
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、汁
物
も
、緑
黄
色
野

菜
や
海
藻
、豆
腐
、油
揚
げ
な
ど
具
だ
く
さ
ん
に
す
る
こ
と
で
、同
じ
一
皿
で
も
色
々

な
栄
養
素
が
摂
取
で
き
ま
す
。
外
食
時
に
単
品
で
は
な
く
定
食
に
す
る
、基
本
の
6

皿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
野
菜
の
メ
ニ
ュ
ー
を
プ
ラ
ス
す
る
、品
数
を
た
す
こ
と
で
偏
り
が

な
く
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

日
課
に
し
よ
う
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク 

 

 ニ 
続
け
て
身
に
つ
く
食
習
慣 

 ツ 
た
し
て
増
や
そ
う
、
色
・
具
・
品
数 

 タ 

日課にしようコンディションチェック 

続けて身につく食習慣 

たして増やそう、色・具・品数 

1日3食、プラスは補食 

大事なバランス基本の6皿で整えよう 

いつでも、どこでも、自分でできる  自己管理 

ニ 

ッ 

タ 

イ 

ダ 

イ 

　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
栄
養
に
は
、ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
強

く
な
る
た
め
に
は
、厳
し
い
練
習
が
必
要
で
す
。た
く
さ
ん
の
練
習
量
を
こ
な
し
、激

し
い
試
合
に
対
応
で
き
る
、強
い
体
を
つ
く
る
た
め
に
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
休
養
と

と
も
に
、し
っ
か
り
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
た
ち
は

食
品
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、栄
養
素
を
摂
取
し
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
栄

養
な
く
し
て
強
い
体
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。 

●エネルギー源になる栄養素　   

　炭水化物、脂質、たんぱく質 

 

『スポーツ選手と栄養素の関わり』 
 

●体をつくる栄養素　　　　 　  

　たんぱく質、脂質、ミネラル類 

 ●体調を整える栄養素　　 　 

　ビタミン類、ミネラル類、水 

 

スポーツ局 
医・科学サポートスタッフ 
管理栄養士 

安達 瑞保 
 

あ　　だ　　ち　　　み　　ず　　ほ 
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実践！ 強くなる食生活　

  

　
最
近
、朝
食
を
食
べ
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
朝
起
き
て
朝
食
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
り
、血
糖
値
や
体
温
な
ど
が
上
が
り
ま
す
。『
朝
食
は
1
日
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
の
食
事
』で
す
。
眠
い
か
ら
と
朝
食
を
食
べ
ず
に
寝
て
い
る
と
、体
だ
け
で
は
な

く
、脳
の
栄
養
素
も
十
分
で
は
な
く
、眠
た
い
ま
ま
1
日
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
た
め
、
1
回
で
も
食
事
を
ぬ
い
て

し
ま
う
と
、残
り
の
食
事
だ
け
で
は
1
日
に
必
要
と
な
る
栄
養
素
量
を
摂
取
で
き

ま
せ
ん
。
朝
食
、昼
食
、夕
食
、
1
日
3
回
の
食
事
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。 

　
3
回
の
食
事
で
は
十
分
に
摂
取
で
き
な
い
時
は
、補
食
を
利
用
し
ま
す
。
補
食
と

は
3
食
で
は
不
足
し
て
い
る
栄
養
素
を
摂
取
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
お
菓
子
や
炭

酸
飲
料
な
ど
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
は
補
給
で
き
て
も
、た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ

ラ
ル
類
を
補
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
食
事
の
間
の
間
食
、練
習
や
試
合
の
前

に
、不
足
し
て
い
る
栄
養
素
を
補
う
た
め
、目
的
を
果
た
す
た
め
の
補
食
を
選
び
ま

し
ょ
う
。 

● 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
た
め
の
補
食
　 

パ
ン
、お
に
ぎ
り
、カ
ス
テ
ラ
な
ど 

● 

た
ん
ぱ
く
質
、ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
類
を
補
給
す
る
た
め
の
補
食  

フ
ル
ー
ツ
や

　 

果
汁
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
、乳
製
品
な
ど 

   

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
す
る
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
に
食
べ
る
の
か
？
毎
食
、

「
基
本
の
6
皿
」（
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
基
本
献
立
）を
そ
ろ
え
る
よ
う
に
す
る
と
バ
ラ
ン

ス
が
整
い
ま
す
。
基
本
の
6
皿
と
は
、献
立
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。
日
体
大
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
で
あ
る
桜
は
花
び
ら
が
6
枚
あ
り
ま
す
が
、そ
の
1
枚
で
も
欠
け
て
し
ま

う
と
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
、ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
食
事
は
毎
食
6
つ
揃
え

る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
が
成
り
立
つ
の
で
す
。 

　
コ
ン
ビ
ニ
や
外
食
時
、バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
食
事
で
あ
っ
て
も
好
き
な
も
の
に
偏
ら

な
い
よ
う
、基
本
の
6
皿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
選
択
す
る
と
、バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た
食
事
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
を
大
き
く
し
た
い
、持
久
力
を
つ
け
た
い
、コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
維
持
し
な
が
ら
減
量
し
た
い
な
ど
、目
的
に
合
わ
せ
て
食
事
を
調
整
す
る
た
め

に
も
、ま
ず
は
基
本
と
な
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

1
日
3
食
　
プ
ラ
ス
は
補
食 

 イ 
大
事
な
バ
ラ
ン
ス
「
基
本
の
6
皿
で
」
整
え
よ
う 

 ダ 

 汁もの 　 
体調を整えるビタミン・ 
ミネラル類の補給。  
選手の汁ものは具だくさ 
んにすると、いろいろな 

食品を食べることができます。  
味噌汁、豚汁、けんちん汁、 

野菜スープ、 
中華スープなど 

 

 
主　食 　 

エネルギー源である 
炭水化物の補給。  
ご飯、パン、 

麺類（うどん・そば）、 
パスタなど 

フルーツ　 
 

体調を整える 
ビタミン・ミネラル類を補給。  

副菜だけでは摂取できないビタミン類 
ミネラル類を補給する 
ため、毎食揃えましょう。  
生のフルーツだけではなく、 
果汁100％ジュースも 
利用しましょう。 

主　菜 　 
　体をつくる栄要素を補給。  

肉、魚、卵、豆・豆 
製品を使ったメインの 
おかずです。  

豚肉の生姜焼、焼肉、 
レバー炒め、照焼、 
焼魚、オムレツなど 副　菜 　 

体の調子を整える 
栄養素を補給。  

緑黄色野菜や海藻を使ったメニュー。 
ひじきの煮物、青菜の和え物、 

サラダなど 
 

牛乳・乳製品　 　 
カルシウムを補給。  

カルシウムが不足していて 
は強い体をつくれません。 
毎食とりましょう。 
たんぱく質なども 
摂取できます。  
牛乳、ヨーグルト、 
チーズ、スキム 
ミルクなど 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
覚
え
よ
う„
基
本
の
6
皿
“ 

『
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
基
本
献
立
』 

　
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
、寮
に
入
る
、大
会
な
ど
で
遠
征
に
で
る
、ス
ポ
ー
ツ
選
手

は
自
宅
と
の
食
環
境
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
海
外
で
は
日
本
と
同
じ
よ
う

な
食
事
を
提
供
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
用
意
さ
れ
な
く
て
も
、必
要
な

も
の
を
揃
え
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
、大
会
時
、現
地
で
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
、

時
差
や
気
候
の
変
化
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
食
の
自
立
は
強
い
体
つ
く
り
、コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
グ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
す
。
自
己
管
理
は
い
き
な
り
出
来

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。い
つ
、な
に
を
ど
の
よ
う
に
食
べ
る
の
か
、自
分
で
考
え
実

践
で
き
る
、日
頃
の
食
生
活
に
お
け
る
意
識
が
大
切
で
す
。 

 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
分
で
で
き
る
　 

自
己
管
理 

 

 イ 

外食時でも、毎食6つ揃えることでバランスのいい食事ができる 



大学院の紹介08

 
大
学
院
の
抱
負
と
展
望 

平
成
18
年
度
学
位
取
得
者
一
覧
と 

学
位
記
授
与
式 

　
本
学
大
学
院
は
博
士
前
期
課
程
と
博
士
後
期
課
程
を
配
し
て
お
り
、

本
年
度
は
体
育
科
学
修
士
33
人
お
よ
び
体
育
科
学
博
士
3
人
が
学
位
を

取
得
し
ま
し
た
。以
下
に
論
文
の
題
目
と
取
得
者
の
一
覧
を
示
し
ま
す
。 

　
ま
た
、課
程
博
士
学
位
論
文
の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
論
文
に
与
え
ら
れ

る
中
野
昭
一
学
術
奨
励
賞
は
中
島
早
苗
さ
ん
と
馮
宏
鵬
さ
ん
に
授
与
さ
れ

ま
し
た
。 

　
学
位
論
文
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
伺
い
知
れ
る
よ
う
に
、ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
に
関
わ
る
幅
広
い
分
野
で
の
修
了
生
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

学
位
記
授
与
式
は
２
０
０
７
年
３
月
10
日
に
横
浜
・
健
志
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。  

 

お
わ
り
に 

 

　
本
年
度
は
課
程
博
士
３
名
と
論
文
博
士
1
名
の
博
士
号
取
得
者
を
本

大
学
院
か
ら
輩
出
し
ま
し
た
。
高
度
な
専
門
的
知
識
と
技
能
を
身
に
付

け
た
本
学
の
学
位
取
得
者
が
国
内
外
を
問
わ
ず
活
躍
す
る
こ
と
を
確
信

し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
大
学
院
に
て
研
究
活
動
を
行
っ
て
み
た
い
方
は
心
よ

り
歓
迎
し
ま
す
の
で
、本
学
入
試
課
ま
で
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

大
学
院
体
育
科
学
研
究
科
長
　
滝
沢
康
二 

　 　
本
学
に
博
士
課
程
が
創
設
さ
れ
て
本
年
で
10
年
目
に
な
り
ま
す
。
体
育

科
学
と
い
う
ま
だ
学
問
的
認
識
の
薄
い
分
野
で
の
研
究
活
動
と
し
て
は
順

調
に
推
移
し
て
き
た
の
で
は
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ち
な
み
に
、博

士
課
程
創
設
以
来
42
名
の
博
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。こ
れ
は
関
係
各
位
の

ご
努
力
と
学
生
の
学
問
に
対
す
る
真
摯
な
態
度
の
賜
物
で
あ
る
と
確
信

し
、改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

　
さ
て
、本
学
が
学
問
の
対
象
と
す
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
は
人
類
に
と
っ
て

益
々
重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
健
康
で
豊
か
な
人
生
を

過
ご
す
こ
と
は
誰
に
と
っ
て
も
何
も
の
に
も
換
え
難
い
最
高
の
価
値
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
知
識
基
盤
社
会
の
時
代
と
い
わ
れ
る
昨
今
、国
民
の
期
待
す

る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
の
向
上
と
健
康
と
い
う
最
高
の
宝
の
維
持
・
増
進
に
向

か
っ
て
、ス
タ
ッ
フ
一
同
、学
生
共
々
学
研
活
動
に
専
念
し
て
参
る
所
存
で
す
。

幸
い
、本
学
に
は
そ
の
分
野
に
お
け
る
高
度
な
身
体
知（
実
践
知
）と
豊
富

な
著
書
・
文
献
、研
究
器
材
等
が
兼
ね
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

学位記授与式風景の様子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
大
学
院
紹
介
が
始
ま
り
、今
回
で
8
回

目
を
数
え
ま
す
。今
回
は
大
学
院
体
育
科
学
研
究
科
長
の
滝
沢
康

二
教
授
よ
り
、日
体
大
大
学
院
の
抱
負
と
展
望
を
聞
き
ま
し
た
。ま

た
、平
成
18
年
度
学
位
取
得
者
一
覧
と
学
位
記
授
与
式
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。 

 

青山　健太 スポーツ文化・社会科学系 

秋葉　茂季 トレーニング科学系 

安達　巧 トレーニング科学系 

池松　和彦 トレーニング科学系 

金子　憲一 トレーニング科学系 

金子　慧 健康科学・スポーツ医科学系 

木村　和宏 トレーニング科学系 

栗山　孝幸 トレーニング科学系 

佐藤　諭 トレーニング科学系 

進藤　大典 健康科学・スポーツ医科学系 

　井　秀明 トレーニング科学系 

　田　丈裕 スポーツ文化・社会科学系 

崔　允誠 スポーツ文化・社会科学系 

月嶋　紘之 スポーツ文化・社会科学系 

續木　智彦 トレーニング科学系 

長沼　敦 トレーニング科学系 

南　尚杰 スポーツ文化・社会科学系 

新田光太郎 スポーツ文化・社会科学系 

直川　匡孝 トレーニング科学系 

延國　毅 トレーニング科学系 

畠山　薫 トレーニング科学系 

松本　慎吾 トレーニング科学系 

三橋　智広 スポーツ文化・社会科学系 

閔　石基 健康科学・スポーツ医科学系 

八木　茂典 健康科学・スポーツ医科学系 

山本　雄太 スポーツ文化・社会科学系 

吉岡　潤 スポーツ文化・社会科学系 

渡邊　航平 トレーニング科学系 

金セッビョル スポーツ文化・社会科学系 

竹田　佳代 トレーニング科学系 

袴田　智子 トレーニング科学系 

藤丸　真世 スポーツ文化・社会科学系 

山崎　麻衣 健康科学・スポーツ医科学系 

■平成18年度大学院博士前期課程修了者一覧        

   氏　名 
D.クラマーが日本のサッカーの競技力向上に及ぼした影響（1945－1972） 
 ー戦後日本におけるサッカーの技術史研究の一環としてー 
自律訓練法を用いたメンタルリハーサルが投手の投球コントロールに及ぼす影響 
－Ａ高校野球部の場合ー 
 
レスリング競技の選手管理に関する一考察 
 
レスリング選手におけるバーンアウトとソーシャルサポートの関係 
 
 
競輪選手におけるペダリング動作と脚伸展・屈曲動作の機械的出力特性に関する研究 
 
軽運動(ウォーキング)が中年齢者の前頭葉にあたえる影響について 
ーＭＣＬ‐Ｓ．２，ブランチングテストの変化よりー 
バスケットボール競技のチーム戦術に関する一考察 
ー世界トップレベルのセット・オフェンスの傾向ー 
 
動的バランステスト中の姿勢保持に関するバイオメカニクス的研究 
 
陸上競技棒高跳の踏切局面に関する研究  
ー踏切動作の速度と踏切脚の角度に着目してー 
若齢および青年期における習慣的運動が壮年期のMetabolic Syndrome risk factorに
及ぼす影響 ー遺伝性肥満・糖尿病モデルOLETFラットを用いた研究ー 
心拍バイオフィードバックがアーチェリー選手の心身、パフォーマンス、発射タイミングに及ぼ
す影響 
 
レスリング競技の近代化に関する研究  ー競技規定の改変を中心にー 
 
権田保之助の「民衆娯楽」論に関する研究 ースポーツ研究への応用可能性を探るー 
 
イングランドにおける「フットボール観客法1989」の成立に関する一考察   
ー「フーリガン」を巡る「法的暴力」の実態ー 
 
サッカーペナルティキック時におけるコース予測の手掛りに関する研究 
 
水球競技における大学常勝チームのゲーム分析 
 
現代中国における競技選手育成システム 
 ー1980年代以降の中国競技スポーツ改革を中心にー 
体育科教育における評価の在り方 
 ー 4観点評価とその実施に関わる問題をめぐってー 
自律訓練法における消去動作の基礎的研究　 
ー筋力発揮、集中力、心理・生理指標からの検討ー 
鉄棒における「バーを越えながら後方かかえ込み２回宙返り懸垂（コバチ）」の運動学的研
究 
大学スピードスケート選手における短時間高強度運動中の機械的パワーと酸素摂取動態
に関する研究 
レスリング競技のグレコローマンスタイルにおける「俵返し」動作に及ぼすスピード的要素と
体力要素についての検討 
 
ボールパークから見た地域性 
 
Association between the angiotensin converting enzyme (ACE) I/D polymorphism 
and distance run in Japanese university track athletes 
 
シンスプリントの重症度評価に関する研究 
 
渋谷区における地域のスポーツ活動の現状と地域・学校・行政の連携について 
 
スポーツにおける禁止行為に関する研究 ーサッカーを中心としてー 
 
下肢の形態的特徴がペダリング中の関節動作および筋活動に与える影響 
 
韓国女性による射撃競技の受容と展開（1945～1988） ー韓国女子スポーツ史研究の
一環としてー 
 
合気道における認知的技能に関する研究　－技量の判断についてー 
 
三次元人体計測法による形態、体表面積及び体積測定に関する研究 
 
日本におけるシンクロナイズド・スイミングの受容と展開  
ー浜寺水練学校における能島流泳法に着目してー 
 
トランポリン競技におけるスポーツ損傷に関する研究 

所　属　学　系 論　文　題　目 

馮　宏鵬 スポーツ文化・社会科学系 

中島　早苗 健康科学・スポーツ医科学系 

小山内弘和 健康科学・スポーツ医科学系 

中国明代の武術史の研究 ー武術の武芸化の過程に着目してー 

身体運動および運動制限による酸化ストレスと抗酸化物質の効果 

運動後の自律神経系の反応に関する研究 

■平成18年度大学院博士後期課程修了者一覧        

   氏　名 所　属　学　系 論　文　題　目 

大川　信行 スポーツ文化・社会科学系 バスケットボールの戦術に関する歴史的研究(1891年から1945年まで) ー男子アマチュア・バスケットボールを中心としてー 

■平成18年度大学院体育科学研究科論文博士授与者一覧        

   氏　名 所　属　学　系 論　文　題　目 
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■平成19年度 キャリア教育支援講座（予定） 

ようこそ先輩 本学OBの著名人から『働くこと』について、 
学生時代にやっておくこと等を講演していただく。 

全学年 
 

4、5、6、10月 

全体 内　容 対象 
開催時期 企業関係 内　容 対象 

開催時期 

教員関係 内　容 対象 
開催時期 

公務員関係 内　容 対象 
開催時期 

働くとは（就職する意義・ 
目的、ガイダンス） 

『働くこと』の意義目的、最近の就職状況、 
キャリア教育支援課の仕事、 
今後の方向性など確認する。 

主に学部３年 
短大１年  

7月 

自己分析 社会人になる前に自分を振り返り、 
自己PR、志望動機につなげる。 

主に学部３年 
短大１年  

10月 

マナー基礎講座 社会人としてのマナーの基礎を知る。 
主に学部３年 
短大１年  

11月 

先輩の就活報告会 教員、企業、公務員内定者による 
パネルディスカッション。 

主に学部３年 
短大１年  

11月 

OB/OG懇談会 教員、企業、公務員のOB/OGによる 
パネルディスカッションと懇談会 

主に学部３年 
短大１年  

12月 

合同就職説明会 
３０社ほどの企業、公官庁人事担当者を招き、 
採用状況、業務内容など説明を受け、 
アプローチをする。 

主に学部３年 
短大１年  

1月 

夏休みを有効に 
過ごすため 

インターンシップの勧め（企業、官公庁、自治体） 
主に学部３年 
短大１年  

6月 

学内インターンシップ 学内で働くことの疑似体験をする。 
主に学部３年 
短大１年  

8月 

一般常識模擬テスト 一般常識テストを行い総合評価により 
自分の実力を知る。 

主に学部３年 
短大１年  

10月 

仕事さがし 社業種、職種について理解して、 
自分の適性と照らし合わせる。 

主に学部３年 
短大１年  

10月 

リクナビ登録講座 リクナビの登録の仕方、フリーメールの 
取得を実際に内容を確認し登録をする。 

主に学部３年 
短大１年  

11月 

エントリーシートの 
書き方講座 

自己分析に基づき、自分らしい履歴書、 
エントリーシートの書き方について勉強する。 

主に学部３年 
短大１年  

11月 

各企業業界研究 
各業界（食品、メーカー、不動産、 
スポーツクラブ、旅行関係、など）の 
人事担当者より業界についてご説明いただく。 

主に学部３年 
短大１年  

11、12月 

集団模擬面接講座 
 
一次面接を想定して、模擬面接(集団）を 
体験する。 

主に学部３年 
短大１年  

12月 

企業集中研修講座 企業就職活動の集中研修　自己分析、自己PR、 
一般常識、面接など研修する。 

主に学部３年 
短大１年  

1月 

企業一般常識試験 
対策講座 

企業就職活動における、一般常識試験の 
対策講座を行い能力を高める。 

主に学部３年 
短大１年  

1月 

未就職者の 
フォローガイダンス 

就職未決定者に関するフォローガイダンスを 
行いサポートを行う。 

卒業学年 
 

11月 

公務員採用試験直前の 
説明会 

各公務員採用担当者に試験に臨む心構え 
及び願書記入などについてご指導いただく。 

主に学部３・４年 
短大１・２年  

4月、3月 

 
公務員採用試験 
二次対策（面接） 

公務員採用試験一次合格者 
及び希望者を対象とした面接講座 
 

全学年 
 

5月、9月、1月 
 

公務員講座 
（入門・基礎講座） 

公務員試験対策入門・基礎編（４０コマ、１日３コマ） 
 

全学年 
 
9月 

公務員業種別説明会 警察官、消防官、自衛官の採用担当者による説明会　　　 
全学年 
 

11月、12月 

公務員全国模擬試験 
（１回目） 

 
総合型模試（教養） 
 

全学年 
 

11月 

公務員講座（実践講座） 公務員試験対策実践編（３０コマ、１日２コマ） 
 

全学年 
 

11月 

公務員全国模擬試験 
（２回目） 

地方上級型模試（教養）　 
警察官型模試（教養）　　 

全学年 
 
1月 

公務員全国模擬試験 
（３回目） 

地方上級型模試（教養）　　 
警察官型模試（教養）　　 

全学年 
 
3月 

幼児教育保育科  関係 内　容 対象 
開催時期 

業界研究 進路調査、業界研究・学生合格体験談 
１・２年 
  

10月 

福祉関係 内　容 対象 
開催時期 

社会福祉士国家試験 
対策講座　 

社会福祉士国家試験対策講座 
（社会福祉学研究室及び外部講師）　 
（２４コマ） 
 

マナー講座 マナー・化粧の仕方等、模擬面接 
 

１・２年 
  

10月 

公立保育士対策講座 公立保育士就職のための 
試験対策講座（教養科目中心）（３０コマ） 

１・２年   
夏季または 
春季休み中 

健康学科３年   
11月上旬 
～12月下旬 

未就職者フォロー講座 就職未決定者に関するフォローガイダンスを 
行いサポートを行う。 

２年  
 

10月 
 

体育科　関係 内　容 対象 
開催時期 

業界研究 進路調査、業界研究・学生合格体験談 
１・２年 
  

10月 

マナー講座 マナー・化粧の仕方等、模擬面接 
１・２年 
  

10月 

未就職者フォロー講座 就職未決定者に関するフォローガイダンスを 
行いサポートを行う。 

２年 
  

10月 

公立学校教員採用試験 
対策講座 

各都道府県別教員採用試験の採用状況 
および試験内容の留意点 

学部４年 
短大２年 

3月 

「教員になるには！」 
対策講座（年２回） 

OB教員からの教員になるための心構えと、 
現役合格者の体験談 

全学年 
 

 3､10月 

「何が何でも教員！」 
対策講座（年４回） 

教員採用試験情報及び資料配布、 
カリスマＯＢ教員の現場での体験談 
 
 

全学年  
 

未定 

筆記試験対策講座　 
「一般教養編」 

教員採用試験対策一般教養編講座 
（外部講師） 

全学年  
 

7～9月 
 

筆記試験対策講座　 
「教職編」 

教員採用試験対策教職編講座 
（外部講師） 

全学年  
 

7～9月 
 

筆記試験対策講座　 
「専門教養編」 

教員採用試験対策専門教養編講座 
（外部講師） 

全学年  
 

１～2月 
 

２次試験対策　 
「基礎講座」 

自己PR・論文の書き方・集団討議・ 
模擬授業・模擬面接のポイント講座（外部講師） 

全学年  
 

毎月3回 

２次試験対策　 
「試験直前講座」 

自己PR・論文の書き方・集団討議・ 
模擬授業・模擬面接の実践講座（外部講師） 
 
 

学部４年 
 

 7～8月 

教員採用試験模擬テスト　 
（年５回） 

教員採用試験模擬テスト 
（一般・教職教養、専門教養、論作文） 

全学年 
 

年5回 

教員採用試験のための 
勉強会 

教員採用試験のための勉強会　 
（講師：教職教育研究室教員・非常勤講師、 
外部講師） 

全学年  
 

通年（月～金曜日） 

宿泊研修　 
（春季・夏季・秋季） 

教員採用試験現役合格のための 
宿泊研修 
（講師：教職教育研究室、ＯＢ校長） 

学部３年 春季（３月） 
学部４年 夏季（７月） 
学部３年 秋季（９月） 

「小学校認定資格試験」　 
筆記対策講座 

教員採用試験対策小学校認定 
資格編講座（外部講師） 

全学年 
  

１～2月 

学生アドバイザーによる 
合格体験コーナー 

現役合格した学生にアドバイザーとして、 
キャリア教育支援課内に相談コーナーを設ける。 

全学年 
  

10～翌１月 

短大関係 

学生全員の夢を100％実現させる様 
キャリア教育支援課は努力を続けます。 
キャリア教育支援課では毎年様々な支援講座を実施しています。平成19年度は更
に充実、1年次から始まるキャリアガイダンスや志望先にそった講座をきめ細かくサポ
ートします。上手に活用して自分の夢をカタチにしてください。 

２次試験対策　 
「短期集中講座」 

自己PR・論文の書き方・集団討議・ 
模擬授業・模擬面接の実践講座 
（本学教職　研究室教員外部講師） 

学部４年  
 
8月 
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卒業生・修了生のますますの活躍を願って 

「第１７回リーダーズキャンプ」報告  教員組織の変更について 

06下半期ニュース 

下 

学友会総務委員会 

平成１８年度退職教員紹介 

「学校教育法」「大学設置基準」等の教員組織に係る内容が平成19年4月

1日より改正施行されることに伴い、本学における教員組織も以下のとおり変

更となりました。 

また、これに伴い任期制教員の規程も整備され、任期制教員就業規則が制定されました。 

日本体育大学学則(抄) 
第5節　職員組織及び職務 
第10条第2項 
（4）教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及

び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 
（5）准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び

実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 
（6）助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識、能力を有する者で

あって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 
（7）助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事す

る。 
（8）講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

これまでの組織 

　　教　授　　助教授　　講　師　　助　手　　　非常勤講師 
 

 

平成19年度からの組織 

　　教　授　　准教授　　助　教　　助　手　　　非常勤講師 

山田　良樹  （やまだ よしき）  
1936(昭和11)年生まれ。山口県出身。山口県立久賀高校から55年日本体育大学入学。
59年卒業後、日本体育大学助手、講師、助教授を経て、78年より教授として勤務。 
2007年3月定年退職。 

斉藤　照夫  （さいとう のぶお）  
1937(昭和12)年生まれ。千葉県出身。千葉県立長生第一高校から55年日本体育大
学入学。59年卒業後、文京学園女子高校の教員として勤務。62年日本体育大学助手、
講師、助教授を経て79年より教授として勤務。 
2007年3月定年退職。 

佐藤　　健  （さとう たけし）  
1967(昭和42)年生まれ。岡山県出身。愛媛県立松山南高校から88年早稲田大学入学。
92年卒業後、同大学大学院へ進学し博士課程修了後、早稲田大学情報教育科学・研究
センター教務補助、同大学助手、国立身体障害者リバビリテーションセンター研究員を
経て、2000年日本体育大学講師として勤務。 
2007年3月退職。 

平成１９年２月2日、胆管がんで川崎市の入院先で死去。87歳。島根県出身。 
1940年（昭和15）日本体育会体操学校高等師範科卒。同年、日本体育会体操学校助手。46
年日本体育専門学校助教授。51年日本体育大学助教授を経て、62年より教授。81年から87年
まで日本体育大学副学長、兼日本体育大学女子短期大学副学長を務めた。90年日本体育大
学客員教授。91年日本体育大学名誉教授の称号を授与。76年スポーツ功労者表彰受賞。81
年紫綬褒章受賞。93年勲３等瑞宝章受賞。97年（平成9）国際体操殿堂入り（日本人初）。 
体操競技では、ローマ五輪で男子団体金メダル獲得、この他の五輪、世界選手権をはじめ数々
の世界大会で選手として優勝する等活躍した。また、監督・コーチとしても数々の大会で日本チ
ームの優勝に貢献した。日本の体操競技の栄光の基礎を築いた功労者として、「体操の神様」
の異名で賞賛されていた。 
 
 
平成18年11月15日、急性呼吸不全のため横浜市の自宅で死去。68歳。岡山県出身。 
1961年（昭和36）、日本体育大学体育学部卒業後、日本体育大学助手、講師、助教授を経て79
年より教授として勤務。学友会水泳部長、日本体育大学女子短期大学部長、学校法人日本体
育会理事、日本体育大学体育学部長を歴任、45年間の長きにわたり、一貫して日体大の教育
研究、大学運営に尽力された。また、競泳や飛込競技に関する競技力向上の研究やスキュー
バダイビング等マリンスポーツの普及発展に尽力され、日本水泳連盟委員、社団法人社会スポー
ツセンター評議員、日本スポーツ方法学会理事を務めた。06年（平成18）正五位瑞宝中綬章受
賞。 
 
 
平成19年２月15日、心筋梗塞のため横浜市の入院先で死去。55歳。埼玉県出身。 
1974年（昭和49）、日本体育大学体育学部卒業後、日本体育大学副手、助手を経て81年より講
師。学友会サッカー部の指導に尽力された。74年から関東大学サッカー連盟技術委員、75年
関東大学サッカー連盟運営委員を務めた。 

訃報 

●竹本正男 名誉教授 
たけもと まさお 

お　だ  としあき 

●小田敏彰 教授 

もり　た   ひでお 

●森田英夫 講師 

 

平成19年3月10日、横浜・健志台キャンパス米本記念体育館にて平成18年

度｢大学・短大卒業式｣が行われ、大学体育学部1,260名、短大188名に卒

業証書が授与された。午後からは、会

議室にて｢専攻科修了式｣が、引き続

き｢大学院学位記授与式｣が行われ、

専攻科15名に修了証書が、大学院

36名（前期課程33名、後期課程3名）

に学位記が授与された。 

健志台に女子学生寮が新設されました！ 
『健志台桜寮』 

安心で安全な住環境を提供する学生生活支援のため、横浜・健志台キャン

パス近くに女子学生寮が平成19

年4月にオープンしました。名称は「健

志台桜寮」です。 

本学の学生寮は学生の経済的負

担を軽減するための厚生施設であ

るとともに、共同生活を通じて学生

相互の親睦を深め、社会人・体育

人としての基礎的な教養を身につ

けることを目的としています。 

学生生活課 

●所在地／〒２２７－００３３　神奈川県横浜市青葉区鴨志田町５５０－１ 
●交　通／東急田園都市線　青葉台駅下車 
　　　　　東急バス「鴨志田団地行き」（青葉台駅～団地中央　約１０分） 
　　　　　団地中央バス停下車　徒歩３分　横浜・健志台キャンパスから徒歩約１２分 

●建物概要 
・構造／鉄筋コンクリート造５階建 
・延べ床面積／２，５９９.８３㎡（７８６.４４坪） 
・居室数／８０室（1人部屋４０室、２人部屋４０室） 
・収容人数／１２０名 
・居室標準仕様／１室　約１４㎡（４.２４坪） 
・共用施設／食堂、ミニキッチン、浴室、シャワー室、 
・談話コーナー、ランドリー室、多目的室、駐輪場 
・その他／電子ロック式セキュリティー（エントランス） 
　全室インターネット端子完備 
　全室個別空調（エアコン）完備 
 

　１日目 
開会式、 
講話（水谷  修氏）、 
分科会、親睦会 
 

　２日目 
朝会、AED講習会、 
レクレーション、 
分科会、全体会、閉会式 

２月２６日（月）・２７日（火）の１泊２日、東京・代々木の国立オリンピック記念青

少年総合センターにおいて『第１７回リーダーズキャンプ』を開催した。 

このリーダーズキャンプは、学友会総務委員会の運営のもと、年１回本学の学

友会クラブ・サークルの代表者が集い、リーダーの育成と体育人としての意識

向上を図る宿泊研修会である。 

本年度は『心汲・心潤～相

手の心をすくい取り、枯れた

心に潤いをあたえられるリーダ

ーになる～』というテーマを掲

げ、１８０人の学生がグループ

に分かれ、活発な討議を行っ

た。 

はぐくみ うるおい 

AED講習会 

講話「若者の悩みと現状」（水谷　修 氏） 



■アーチェリー 女子個人予選ラウンド　42位 馬場可那子
■水泳（競泳） 男子400メートルリレー（予選１泳）日本優勝 櫻井裕司

男子800メートルリレー（予選１泳、決勝2泳）日本優勝 櫻井裕司
■水泳（水球） 男子日本2位 （世界選手権出場決定） 長沼敦、大島仁、原口泰博、西栫尚史

田中浩児、佐藤太一、江口朝永、小林浩司、塩田義法
■体操競技 男子団体総合　日本　2位 水鳥寿思、桑原俊

男子個人総合　2位 水鳥寿思
男子種目別　鉄棒　優勝 水鳥寿思
男子種目別　平行棒　3位、ゆか　7位 桑原俊
女子団体総合　日本3位 溝口絵里加
女子個人総合予選　35位　 溝口絵里加

■シンクロナイズドスイミング 女子 チーム　日本2位 藤森麗子
■新体操 女子国別対抗　日本2位 村田由香里

女子個人総合　2位 村田由香里

■スケート（スピード） 男子1500メートル　17位 榛伸悟
男子団体追い抜き　5位 榛伸悟
女子1500メートル　14位、5000メートル　8位 藤村祥子
女子5000メートル　11位 小松美樹
女子1000メートル　22位 黒澤文恵
女子団体追い抜き　3位 藤村祥子・川崎みなみ

■アーチェリー 国民体育大会（兵庫） 女子個人　2位（神奈川） 早川浪
全日本ターゲット選手権 女子リカーブ　優勝 村田明日香
アジアグランプリ 女子個人　優勝 早川浪
世界室内選手権 女子個人　優勝(日本人初） 早川浪

■アメリカンフットボール 関東大学リーグ Aブロック　3位
■ウェイトリフティング 国民体育大会（兵庫） 男子56キロ級 2位（スナッチ2位、クリーン＆ジャーク3位）須田俊幸

全日本大学対抗選手権 男子56キロ級　優勝 須田俊幸
■剣道 関東女子学生新人戦大会 2位
■ゴルフ 日刊アマゴルフ関東ダブルス 男子3位 鬼沢友秀
■サッカー 関東大学リーグ 女子優勝

全日本大学女子選手権 2位
■自転車競技 全日本学生選手権東日本新人戦大会 女子スプリント 優勝、500メートルタイムトライアル 3位 牛島愛
■柔道 全日本学生柔道体重別団体優勝大会 男子ベスト4・大会優秀選手 笠井貢太

ベルギー国際大会 男子出場（3回戦敗退） 青木勇介
パシフィック国際大会 男子60キロ級　優勝 笠井貢太

男子81キロ級　優勝 河添佑
女子48キロ級　優勝 菅原恵利

■少林寺拳法 全国大会 男子三段の部　優勝 平田壮悟、安東雅喬
全日本学生大会 男子三段以上の部　優勝 平田壮悟、安東雅喬

運用法女子の部　優勝、優秀賞 中西順子
女子三人掛けの部　優勝 橋本佳織、中西順子、中山真澄
女子初段の部　優勝 岡本桃佳、中田晶子

■水泳（競泳） 国民体育大会（兵庫） 女子400メートルメドレーリレー　2位（東京） 中村沙耶香
女子200メートル個人メドレー　4位 森下愛子

日本短水路選手権 男子400メートル自由形　優勝 櫻井裕司
女子400メートル個人メドレー　2位 森下愛子
女子100メートル背泳ぎ　4位 田部井恵理

■水泳（水球） モスクワ州知事杯 男子出場 日体大、全日体大
■スキー 全日本学生スキー選手権 男子複合個人スプリント　3位 永井健弘

男子距離40キロリレー　2位
世界ジュニア選手権 男子距離複合20キロ　8位 市川智也

■スケート（スピード） 全日本距離別選手権 男子1500メートル　3位、3000メートル　優勝 安田直樹
全日本選抜選手権 女子3000メートル　3位 小口絵理
真駒内選抜競技会 男子1500メートル　3位 榛伸悟

女子3000メートル　3位、5000メートル　優勝 藤村祥子
全日本選手権 男子総合　3位、500メートル　6位 榛伸悟
日本学生氷上競技選手権 男子1500メートル　優勝 中嶋定利

女子団体追い抜き　優勝 小松美樹、川崎みなみ、藤村祥子
関東学生選手権 男子1500メートル　2位 上條有司

男子1500メートル　3位 中嶋定利
男子学校対抗　優勝
女子1500メートル　優勝 吉田愛結美
女子1500メートル　2位 岡島由香
女子学校対抗　優勝

国民体育大会（冬季） 男子1000メートル　7位 多胡智基
■相撲 世界選手権 軽量級　優勝 長澤孝治

全国大学選抜高知大会 個人　4位 中村優太
団体　3位

■ソフトテニス 関東学生新進大会 男子優勝 穂積京之介・日野智章
女子優勝 澤邊好美・田中ちひろ

関東学生リーグ 男子3位
女子2位

全日本学生インドア 女子2位 畠山可奈子・川原智恵子
女子3位 井上真実・工藤育美

■体操競技 国民体育大会（兵庫） 男子団体総合　優勝（岡山） 沖口誠・中島立貴
男子団体総合　2位（静岡） 水鳥一輝・水鳥豪敏
女子団体総合　優勝（兵庫） 垣谷真理子

世界選手権 男子団体総合 日本3位 森赳人
男子種目別　平行棒7位、鉄棒6位 森赳人
女子団体総合予選 日本12位 溝口絵里加

Ｗ杯シリーズ・DTBポカル 男子種目別　あん馬8位、平行棒5位 森赳人
全日本選手権 男子団体総合　優勝 水鳥一輝、森赳人、青山人士、沖口誠、岡村康宏、水鳥豪敏

男子団体総合　優勝（徳州会は日体大と同点優勝） 水鳥寿思、桑原俊
男子個人総合　2位 水鳥寿思
男子個人総合　3位 水鳥一輝
男子個人総合　4位 岡村康宏
男子種目別　跳馬　優勝、ゆか　3位 沖口誠
男子種目別　あん馬　優勝 青山人士
男子種目別　つり輪　優勝、平行棒　3位 岡村康宏
男子種目別　平行棒　優勝、跳馬　4位 森赳人
男子種目別　ゆか　4位、あん馬　3位、鉄棒　3位 水鳥寿思
女子団体総合　3位 斉藤春奈、溝口絵里加、水鳥舞夏、垣谷真理子、田中理恵、金子友香
女子種目別　段違い平行棒　4位 溝口絵里加

Ｗ杯シリーズ・フランス国際競技会 男子種目別　つり輪　8位 岡村康宏
■卓球 会長杯争奪卓球大会 女子シングル　優勝 落合真紀子
■トライアスロン 日本学生スプリント選手権 男子チームトライアル　優勝 中野弘敬、若杉摩耶文、小野友行

女子オープン　優勝 柴田恵美
■トランポリン 全日本トランポリン競技選手権 男子個人　2位 外村哲也

ワールドカップ決勝大会 男子個人　3位 外村哲也
男子シンクロナイズド　2位 外村哲也

全日本トーナメント競技選手権 男子2TRICK 優勝、オープン男子　2位 坂本鷹志
女子2TRICK 2位　 寺田望七
女子17歳以上　2位 高橋香織

JOCジュニアオリンピックカップ 男子個人　4位 坂本鷹志
■軟式野球 東都大学リーグ 男子優勝

東日本大学選手権大会 男子優勝
■バスケットボール 関東大学リーグ 男子6位

関東女子学生リーグ 2位
全日本学生選手権 男子7位（アシスト王） 田中健介

女子優勝 最優秀・吉田沙織、優秀・市野育代、優秀・得点王・リバウンド王・石川麻衣
（最優秀選手賞・優秀選手賞・得点王・リバウンド王）

全日本総合選手権 男子1回戦敗退
女子2回戦敗退

■バドミントン 全日本学生選手権 男子団体　2位
女子団体　2位
男子シングルス　優勝 遠藤大由
女子シングルス　2位 伊東可奈
女子ダブルス　優勝　 小椋しのぶ、浅原さゆり

全日本総合バドミントン選手権 男子3位 古財和輝
■バレーボール 関東大学リーグ 男子上位リーグ4位

関東大学女子リーグ 上位リーグ2位
■ハンドボール 関東学生リーグ 男子3位

女子4位
全日本学生選手権 男子優勝（優秀選手ゴールキーパー・コートプレーヤー）GK・東直明、CP・村山裕次、CP・友利彬彦
全日本総合選手権 男子準々決勝敗退（8強）

■フェンシング 関東学生リーグ 女子エペ団体　優勝
関東学生選手権 男子エペ　2位 笠原崇弘

女子サーブル　3位 立本裕美
全日本学生選手権 女子フルーレ　4位 大友慧

女子エペ　優勝 中野希望
女子エペ　2位 佐藤千晶
女子エペ　4位 中村友美
男子エペ　4位 笠原崇弘
女子サーブル　3位　　 熊谷美香
女子サーブル　4位 正生未弥美

全日本大学対抗選手権 女子フルーレ団体　優勝
女子エペ団体　優勝
女子サーブル団体　優勝

全日本選手権 女子エペ団体　優勝
■野球 首都大学野球 3位
■ラグビー 関東大学ラグビー対抗戦 男子5位（個人PGベスト１） 石井淳
■ラクロス 関東学生リーグ 女子3位
■陸上競技 実業団・学生対抗 男子800メートル　優勝 口野武史

女子800メートル　優勝 岸川朱理
日本選手権リレー大会 男子400メートルリレー　3位
国際室内棒高跳び競技会 男子2位 柏木俊介

■陸上競技（駅伝） 出雲全日本大学駅伝 男子4位 鷲見知彦、森賢大、保科光作、石谷慶一郎、竹下正人、北村聡
全日本大学駅伝対校選手権 男子6位 鷲見知彦、北村聡、野口功太、森賢大、竹中友人、石谷慶一郎、

稲垣晃ニ、保科光作
国際千葉駅伝 男子4位（学生選抜） 北村聡
東京箱根間往復大学駅伝 男子総合4位（往路3位） 森賢大、保科光作、野口功太、永井大隆、北村聡

（復路9位）、7区区間賞・鷲見 石谷慶一郎、鷲見知彦、竹下正人、高橋宏弥、竹中友人
全国都道府県対抗男子駅伝 兵庫県　優勝（7区） 北村聡

宮城県　7位（7区） 保科光作
鹿児島県　38位（3区） 森賢大

千葉国際クロスカントリー 男子一般　12000メートル　6位 北村聡
■レスリング 国民体育大会（兵庫） 男子フリースタイル　60キロ級　優勝 湯元健一

男子グレコローマンスタイル　60キロ級　優勝 北岡秀王
男子グレコローマンスタイル　74キロ級　2位 吉岡宏高
男子グレコローマンスタイル　96キロ級　優勝　 斎川哲克

全日本大学グレコローマン選手権 男子60キロ級　優勝 北岡秀王
男子総合　2位

全日本選手権 男子フリースタイル　60キロ級　優勝 湯元健一
男子グレコローマンスタイル　60キロ級　2位 松本隆太郎

■シンクロナイズドスイミング ワールドトロフィー 3位（日本） 藤森麗子
■新体操 全日本選手権 女子個人総合 優勝、個人種目別　

ロープ・ボール・クラブ・リボン優勝 村田由香里
ワールドカップ決勝大会 個人 リボン　8位 村田由香里

■セパタクロー 全日本学生セパタクロー選手権 男子Aチーム優勝 森若聡章、長崎純平、林雅典
女子Aチーム優勝 沖村亜矢、渡邊由香、熊原ゆうか
女子Bチーム3位 葉梨なつみ、戸谷未樹子、宗方美紀

■ダブルダッチ ダブルダッチデライトJAPAN2006 優勝

第15回アジア競技大会（2006/ドーハ）

第23回ユニバーシアード冬季競技大会（2007/トリノ）

クラブ名　　　　　　　 大会名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果　　　　　　　　　　　　　　 氏名

クラブ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果　　　　　　　　　　　　　　 氏名

クラブ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果　　　　　　　　　　　　　　 氏名 18
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■平成19年度   学年暦 

3（火）   入学式（横浜・健志台キャンパス） 
4（水）～ 9（月）   新入生オリエンテーション 
   　 （健康診断､スポーツテスト､学生証手続､履修申告、他） 
  在学生　健康診断、履修申告確認等 
10（火）  前学期授業開始 
10（火）～13（金）  履修申告確認期間 
10（火）～ 養護実習 （健康学科養護コース4年）［5/12（土）まで］ 
14（土）   介護等体験事前指導講習会（短大体育科1年・その他） 
 
1（火）　 振替休日 
2（水）　 振替休日 
 
5/28（月）～6/23（土）  教育実習（大学4年）、教育実習（短大体育科2年） 
 4（月）～23（土）   教育実習 ２（短大幼児教育保育科2年） 
 
1（日）～14（土）   夏季実習期間 １（短大幼児教育保育科は実習に並行して通常授業） 
1（日）～14（土）   大学   海浜実習（1年） 
 1団　1（日）～  4（水） 　 2団　4（水）～  7（土） 
 3団　8（日）～ 11（水）     4団　11（水）～14（土） 
4（水）～7（土）  短大　体験学習 （1年） 
中旬 短大　国際交流実習（体育科2年） 
16（月）   通常授業（海の日） 
30（月）   前学期授業終了（試験を含む） 
31（火）～8/6（月）   試験・補講期間（学部・短大体育科） 
31（火）～ 看護臨床実習（健康学科養護コース3年）［9/1（金）まで］ 
 
3（金）～8（水）   試験・補講期間（短大幼児教育保育科） 
9（木）～ 夏季休業   
9（木）～ 社会教育実習 （社会体育学科3年）［9/30（日）まで］ 
 
18（火）   後学期授業開始（短大幼児教育保育科） 
18（火）   ホームルーム（短大幼児教育保育科） 
20（木）   開学記念日 
24（月）   通常授業（短大幼児教育保育科） 
24（月）～30（日）   夏季実習期間  ２ 
 
1（月）   後学期授業開始（学部・短大体育科） 
1（月）～12（金）   ホームルーム期間 （成績ガイダンス含む）（学部・短大体育科） 
 
1（木）   通常授業（短大幼児教育保育科） 
2（金）～4（日）   日体フェスティバル［11/1（木）準備日］ 
5（月）   通常授業（短大幼児教育保育科） 
6（火）、7日（水）   振替休日 
23（金）   通常授業（勤労感謝の日） 
 
24（月）   通常授業（12月授業終了日） 
25（火）～ 冬季休業 ［1/6（日）まで］ 
 
7（月）   1月授業開始 
21（月）   後学期授業終了（試験含む） 
22（火）～28（月）   試験・補講期間（学部・短大体育科） 
28（月）～30（水）   試験・補講期間（短大幼児教育保育科） 
31（木）   入学試験準備（関係者以外学内立入禁止） 
 
1（金）～5（火）   平成20年度入学試験 
6（水）～7（木）   試験・補講期間（短大幼児教育保育科） 
10（日）～25（月）   冬季実習期間 
中旬 伝統文化交流実習、外国語実践実習（武道学科3年） 
2月末～3月 介護等体験事前指導講習会　 
26（火）～29（金）   ホームルーム期間（成績ガイダンス含む）（全学年） 
 在学生履修申告手続き期間（大学1～3年・短大1年） 
 
10（月）   卒業式（横浜・健志台キャンパス） 
11（火）～ 春季休業 
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■平成19年度新採用教員紹介 

■日本学生支援機構奨学生の募集について 

日本学生支援機構奨学金の応募の機会は基本的に年に一度です。募
集説明会の日時等は掲示で通知しますので、希望者は必ず確認をして、応
募の機会を逃さないようにしてください。（4月上旬予定） 
なお、家計を支えている人の失職、死亡、不慮の事故、災害などによって家
計が急変した場合は「緊急採用」「応急採用」がありますので、事情が生
じたときには早急に東京・世田谷キャンパス学生生活課、横浜・健志台キ
ャンパス健志台教学課に相談をしてください。  
問い合わせ先　 
東京・世田谷キャンパス　学生生活課　  03-5706-0904　　　 
横浜・健志台キャンパス　健志台教学課  045-963-7905 
 

学務課 

　　　　　　研究室   氏名 
運動方法（レスリング）  湯元　健一 
運動方法（トランポリン）  添田　壮一 
運動方法（ソフト･野球）  今野　貴経 
運動方法（バドミントン）  内藤　祐輔 
運動方法（テニス・ソフトテニス）  篠原　秀典 
運動方法（ゴルフ）  中里　さや香 
健康教育 山崎　桃子 
健康管理学 塚本　徳幸 
衛生学・公衆衛生学 越智　英輔 
スポーツ医学 菅原　道央 
社会福祉学 白鳥　秀樹 
武道学 池上　正志 
運動方法（剣道）  新里　知佳野 
運動方法（相撲）  園田　泰史 
体育社会学 中野　克哉 
社会教育学 亀山　有希 
レクリエーション学 菅　伸江 
レクリエーション方法 白井　利枝 
短大体育科 澤田　美希 
短大体育科 竹内　敦 
幼児教育保育科 関東　里佳 
体育研究所 青山　健太 
スポーツトレーニングﾞセンター 下嶽　進一郎 
スポーツトレーニングﾞセンター 砂川　力也 
スポーツトレーニングﾞセンター 上野　敦史 
スポーツトレーニングﾞセンター 槇野　陽介 

　　　　　　研究室 　　 氏名 
自然科学 奈良　真孝 
人文科学 仲　立貴 
社会科学 相子　知啓 
外国語 原　菜見子 
芸術 内木場　美紗 
情報処理 星　雄樹 
教職教育Ⅰ 齊藤　愛 
教職教育Ⅱ 佐々木　史之 
教職教育Ⅲ 鈴木　佳菜 
学校体育 森本　貴美子 
体育経営管理学 金　セッビョル 
発育発達 韓　一栄 
体育心理 續木　智彦 
運動生理学 廣瀬　立朗 
身体動作学 佐藤　孝之 
体育原理 波多腰　克晃　 
体育史 野村　絵理 
体育測定評価 染谷　俊一 
運動処方 原田　佐希 
コーチ学 新宅　裕也 
運動方法（水泳）  高木　礁平 
運動方法（体操）  岡見　雄介 
運動方法（バスケットボール）  小谷　究 
運動方法（ハンドボール）  笹田　裕子 
運動方法（サッカー）  矢野　晴之介 
運動方法（ラグビー）  南山　英之 
運動方法（ダンス）  太田　早織 

■平成19年度助手一覧 
 

高橋　健夫 （たかはし たけお） 
［大学：教授］ 
  体育学科 
  教職教育Ⅲ／大学院スポーツ文化・社会科学系 
  東京教育大学大学院体育学研究科修士課程修了 
  体育科学博士 
 

小泉　和史 （こいずみ かずし） 
［大学：准教授］ 
  社会体育学科 
  野外方法（海洋） 
  日本体育大学大学院体育科学研究科博士 
  前期課程修了 
  体育科学修士 
 
瀬尾　京子 （せお  きょうこ） 
［大学：助教］ 
  体育学科 
  運動方法（体操競技） 
  日本体育大学大学院体育学研究科修士課程修了 
  体育学修士 
 

黄　　仁官 （ふぁん いんかん） 
［大学：助教］ 
  社会体育学科 
  大学院トレーニング科学系 
  日本体育大学大学院体育学研究科修士課程修了 
  体育科学博士 
 

小山内　弘和 （おさない ひろかず） 
［大学：助教］ 
  社会体育学科 
  大学院健康科学・スポーツ医科学系 
  日本体育大学大学院体育科学研究科博士 
  後期課程修了 
  体育科学博士 
 

平成19年 
（2007） 

平成20年 
（2008） 
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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。健志台の正門からつづく桜の木々も皆さんを祝福しています。1955年から受け継がれてきた本学のシンボルマークは、今まさに咲
いている桜をデザインしたものです。六つの花弁を持った花桜で、中央の三つの花弁は体育大学のＴをあらわし、背後の三つの花弁はそれを支える同窓、保護者、社会を表していま
す。ここにあるように、我々は様々な人々に支えられ生活し、勉学や研究・クラブ活動に打ち込めるという感謝の気持ちを常に持ち続けることの重要性をこのシンボルマークが語りか
けていると思います。
最後になりますが、今号の取材に際し、インタビューや撮影にご快諾いただきました多くの方々に対し、この誌面をお借りして、広報委員一同、深く御礼申し上げます。

日体大シンボルマーク


